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5 万分の l 地質図幅
丸瀬布北部 (網走一第23号)

説明書

北海道立地下資源調査所

技術吏員 八幡正 51..
技術吏員 田近 J芋

技術吏員 里 沢邦彦

技術吏員 松波武雄

はしカまき

「丸瀬布北部」図幅および同説明書は北海道開発庁の委託によって行われた

ものであり、野外調査は昭和 56 年から昭和 60 年にかけて実施きれた。野外調査

にあたっては、白亜系分布域を主として田近が、新生界分布域を主として八幡

が担当し、黒沢・松波がこれらを補完した。

報告書のとりまとめにあたっては、白亜系については田近が、その他につい

ては八幡が分担して行った。

本報告書を作成するにあたり、植物化石を棚井敏雅北海道大学名誉教授に、

放散虫化石は北海道大学の岩田圭二博士に同定していただき、御教示を受けた。

当所庄谷幸夫主任研究員には本図幅北西部の一部の調査を分担していただいた。

現地調査では遠軽営林署の方々に御協力をいただいた。

本報告に用いた岩石薄片の作製は当所の戸間替修一氏による。

上記の方々に深く感謝する次第である。

I 位置および交通

「丸瀬布北音~J 図幅地域は、北海道北東部の北緯44°0'-44°10\ 東経 143°15'

-143°30' の範囲に位置している。本地域は網走支庁管内紋別市・上湧別町・湧

別町・遠軽町および丸瀬布町に属する。

本図幅地域南部の湧別川沿いには石北本線と国道 333 号線が通り、本地域の主

要幹線をなしている。

- 1 ー



II 地形

「丸瀬布北部」図幅地域は北見山地東縁域にあたり、標高300-700m の低い

山地が広がっている。本図幅地域の接峰面図を第 1 図に示す。本図幅地域西部

では白亜系や中部中新統が分布し、標高400m 以上の山地が多い。これらの山地

は藻艦川・上古丹川・湧別川により開析されている(第 2 図)。本図幅地域東部

で、は標高300m前後の小高い丘陵と標高 150m -200m の小規模な盆地がほぼN

-s 方向に配列している。これらの地域は上部中新統より構成きれ、盆地を形

成している部分は後期中新世に湖沼を形成していたところと一致する。

段丘地形は各河川沿いに多く発達しているが、とくに湧別川沿いではその発

達は良好で、 t 1- t 3 までの各段丘面が認められる。

t 1 は標高160-200m に認められ、とくに湧別川右岸の若咲内地区に広〈発

達している。この段丘面は湧別川に向かつて緩く傾斜している。

t 2 面は湧別川流域の標高120-150m に認められる。この面はほぼ水平で、あ

るが、 t 1 面と接する部分で両者の境界が不明瞭な部分も認められ、周縁部に

傾斜している部分がある。

t 3 面は湧別川の現河床に最も近接した面を形成し、その標高はlOO-140m

である。湧別川では t 2 面と t 3 面は現河床面と接していることが多い。

社名淵川流域では t 1 面・ t 2 面が分布するが、後述する緩斜面地形が多く、

地区によって段丘面との区別が困難で、ある。その他、フミ川・支流の沢川・上

モベツ川・藻瞳川・クチャンナイ }II ・上古丹川流域に段丘面が発達するが、前

述の t 1 - t3 のいずれの面に相当するかは不明である。

斜面地形は全般に緩傾斜をなすことが多いが、とくに湧別川流域や社名淵川

流域・フミ川流域に多く認められる。湧別川流域では t 1 面、または t 2 面と

山腹との聞に認められ 一部で段丘面の傾動により生じたと考えられる部分も

ある。

以上の段丘面と斜面地形は WAKO (1962) による Terrace II ・ m·w および

GentleSlopeにほぼ対応する。しかし、緩斜面は t 1 面の傾動により形成され

た部分と現世における山麓扇状地地形として形成された部分とがあると考えら

れるが、本報告では両者の区分が困難なことが多いため、形態上緩斜面と一括

2-



E
S
由

。
F

同
玄

-
。
、
母

費
毎
回
爪
ザ
圃
吋
g
h
h
刊

g
r
y
E細
川
W
e
E
z

r
0・
マ
・

第 1 図 接峰面および地形区分
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して取り扱った。

一方、社名淵川流域およびフミ川流域に発達する緩斜面は N-S 性の河川の

左岸側やE-W性の河川の両岸および沢頂部に広く発達している。

扇状地は湧別川に向かつて小沢の出口に形成しており、瀬戸瀬付近や丸瀬布

付近に小規模に発達する。いずれも t 1 面または t 2 面に重なっている。

第 2 図水系図

4-



地すべり地形は前田の沢川上流・藻瞳川上流および白龍川に分布する。前二

者の地区は滑落崖から末端部まで、の距離が500-700m であるが、白龍川ではい

くつかの地すべりブロックの複合からなり、その全体の規模は 3 km以上に達す

る。また、その周辺部では地すべりの影響を受けたと思われる亀裂地形が認め

られる。

III 地質概説

「丸瀬布北部」図幅地域は北海道北東部に位置し、地質構造区分の上では日

高帯と常呂帯にまたがる地域である。

「丸瀬布北部」図幅を構成する地質系統は第 1 表のようにまとめられる。第

3 図に地質概略図を示した。

中生界(白亜系)

白亜系は本図幅地域西部から南西部に分布する日高累層群と、東縁部に分布

する湧別層群よりなる。
うえんこたん カミみまる

日高累層群は上古丹コンプレックス、上丸コンプレックス、金山コンプレッ

クスに区分きれ、夕、ービダイト性の砂岩・泥岩を主とし 磯岩・酸性凝灰岩・

緑色岩類・チャート・石灰岩より構成される。その堆積時代は放散虫化石から

カンパニアン~マストリヒチアン前期である。上古丹コンプレックスは砂岩・泥

岩・緑色岩類からなる主部と鱗片状泥岩および、メランジェから構成きれる。上丸

コンプレックスは砂泥混在岩および薄層理~厚層理互層を主とする主部とチャ

ート・緑色岩・石灰岩の喋・ブロックからなるメランジェおよび含喋泥岩層よ

りなる。金山コンプレックスは砂岩・泥岩を主体とする主部と泥岩・チャート

.縁色岩・石灰岩・砂岩なるメランジェからなる。

湧別層群は泥岩を主とし、一部砂岩との薄層理互層をなす。

新第三系下部中新統(花崩岩類)

白亜系を貫く小規模な花闘岩体は本図幅地城南西部に点在する。花商岩類は

花商閃緑岩・花崩斑岩・花崩扮岩などからなり、岩相変化に富み、いずれも変

質していることが多い。この花商岩類は中部中新統中に礁として含有されるこ

と、周辺地域に分布する同様の岩相の花崩岩類の放射年代は 17M a であること

一 5 -
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(柴田・石原， 1981) からその活動時代は初期中新世と考えられる。

新第三系中~上部中新統

新第三系堆積岩類は下位より鴻之舞層・藻別層・留岡層・社名淵層よりなる。

鴻之舞層は海成層で、本図幅地域西半部に分布しているのに対し、その他は陸

成層で主として東部に分布している。堆積時代は鴻之舞層が放散虫化石より中

期中新世中頃と判明している。他は陸成層であるため、詳細は不明であるが、

植物化石および層位関係から中期中新世末から後期中新世と考えられる。

鴻之舞層は下部層と上部層に区分される。下部層は頁岩を主とし、ほぽN­

S性の狭長な範囲に分布する。上部層は泥岩・砂岩・凝灰岩からなる主部と

これに介在される火山噴出物層よりなる。火山噴出物層は主に安山岩質火砕岩

類と石英安山岩質火砕岩類よりなる。鴻之舞層は北隣の「上渚滑」図幅に延長

して分布する。本層は鴻之舞鉱床群の母岩を構成している。

藻別層は陸域で噴火・堆積した酸性の火山噴出物より構成される。本層の主

体をなす酸性火山噴出物は本図幅地域中央部およびその東部に分布し、上モベ

ツ流紋岩部層・富美石英安山岩部層・シブノツナイ火砕岩部層より構成される。

本図幅地域西部には基底に上古丹四号川礎岩部層が分布し、その上位に溶結凝

灰岩を含む白樺峠火砕岩部層が重なる。藻別層は鴻之舞層とは大規模な不整合

関係にある。

留間層は本図幅地域東縁部から東隣の「遠軽」図幅地域にかけて分布する。

主として玄武岩質火砕岩よりなり、泥岩を介在する。本層は白亜系を不整会に

おおっ。

社名淵層は本図幅地域東半部に広く分布し、下部層・中部層・上部層よりな

る。下部層は内陸湖沼性の砂岩・礁岩(朝日の沢川砂岩礁岩)と泥岩(フミ川

泥岩)よりなり、植物化石と淡水性珪藻化石を産する。中部層は淡水域で噴火

・堆積した火山噴出物層より構成きれ、酸性火山噴出物の手ぬぐい山火砕岩・

上富美火砕岩・若松火砕岩とこれらに介在きれる隠沢玄武岩・栄野安山岩より

なる。上部層は陸域で噴火・堆積した火山噴出物である谷本川火砕岩・三沢川

流紋岩・南ノ沢玄武岩・千代田玄武岩・二林班川玄武岩・背谷午日安山岩より

なる。社名淵層は鴻之舞層・藻別層・留岡層を不整合におおう。

一 7 -



地質時代 西 部 東 部 貫入岩

第完新世 沖 積 層 A

四 河岸段丘堆積物 t ，tJ-3
更新世

紀 [第一漕結凝灰岩a=亘瓦尉
鮮新世

ト一一一「一一 上立E 高ノ沢 千代田 背谷牛山安山岩 STa
社高 玄武岩 5Mb 玄武岩 5Tb 二林班川玄武岩 SNb

新 名 谷本川火砕岩部?三沢川流紋岩 SSr 口門岡〕門川〕
後 中 手ぬ 上富美 穏沢玄 武語 一桝京一 玄一言一一武つ一器凶 匹目

中 淵 部層 い火 砕岩山入中砕 岩 若 松 ル〈 砕ss 岩 閣制閣
Tt.SToISUI §~g §~ 川軍

第期 膚下立 E |フミ川泥岩 SFm[
s 層ロυ 朝日の沢川

砂岩礁岩 SAc

新

留岡層 T
藻 自律峠 シブノツナイ火砕岩部層 !lT~\ 1mc-

←一別 火砕岩部層 MI ~Tb Tm) 安

層 Mw慨比紋モ右べ凶溶ツ岩部層MMpr 富安美山岩石英部肩
世中 M 比陳古丹四号岩川MeI(石英安山岩Md) IIMFt MFd 山

紀 (主部・砂岩泥岩凝灰岩互層 KU)
鴻上 l K7 M-J 岩

L K5 寸 a

之部 日 一二子

期舞層 l

機岩砂岩;~岩凝灰岩層 KUc

膚下頁岩層 KL
K 部砂岩磯岩層札C

期 ~._， .---1 花筒岩類 Gj
(上丸コンブレ y クス) I (金山コンブレ y クス)

白後日(上一，?:A) I I Ky4 cili:::= 湧 一

高 一一糾品 組
KP/ Km /MeKY3 別粒

亜累
語 E Jく y2 温三層玄

期層 Hdl II _~Dh 武

II KyI CD二群
配群 岩山

HdI~~- !I ~"I I Kyo OL 二 Yu 国主
IUSIiill:::J II II "JV~臼

第 1 表 地質総括表
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第四系

第四系は白龍層・第二溶結凝灰岩・河岸段丘堆積物・斜面堆積物・扇状地堆

積物・地すべり堆積物および沖積層よりなる。

W 白亜系

本図幅地域に分布する白亜系は、従来、れ日高系II." 日高層群〈あるいは、先

白亜系地向斜堆積物かと呼ばれてきた地層群である。これらの地層群は主とし

てタービ夕、イト性の砂岩・泥岩から構成きれており、新第三系の分布をはさん

で西部~南部および東部の 2 つの地域に別れて分布している。本報告では西部

~南部に分布するものは日高累層群、東部に分布するものを湧別層群と呼ぶ。

北海道の中生界の地体区分上、両者はそれぞれ日高帯と常呂帯(湧別帯)の構

成員ときれ、両者の境界線は新第三系の下に伏在するものと考えられている

(橋本， 1958; 君波ほか， 1986など)。

本図幅地域の白亜系の地層名の変遷を第 2 表に示す。高橋ほか (1936) は本

図幅地域の南部から東部に分布する「中生層」を初めて具体的に記載し、上湧

別付近に分布するものを「湧別層」、南部の丸瀬布付近に分布するものについて

「金山層」と呼んだ。竹内 (1942) は本図幅地域を含む10万分の 1 の地質図幅「鴻

ノ舞」地域の日高系(先白亜紀層)を、下位より「珪岩・千枚岩質粘板岩層J ・

「輝緑凝灰岩層」・「頁岩粘板岩層」・ 「硬砂岩層」の 4 層に区分し、本図幅地

域では「頁岩粘板岩層」・「硬砂岩層」がNW性の棺曲軸をもって繰り返し分

岡村(1913) 高橋ほか(1936) 竹内(1942) 回近・&岩TJ田 (1A(9189838)) 本 報 EEKコ
lWATA&TAJIK

上丹古 上丸コ 系A鄭白亜)K金山ゴ (部亜)内系トL {3口Mhhil高τ官い並系)古 中 金面 j勇 先 日金 コ 鑓笠岬内口木編宮 LιJ
生 白 ~I 日E3 1 自|日|

生 生 山里別 亜高| 累山亜i ン ン ン

系| 層)系!l
フ。 フ フ

紀 ~I レ レ レ 層
、y 、y

ツ
層|層 層|層 層 群層 ク ク ク

ス ス ス 群

第 2 表 白唖系の地層名の変遷
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布するように図示している。その後、本図幅地域の白亜系については長い間調

査・研究が行われず、その時代についても古生層あるいはジュラ系~下部白亜

系と考えられていた(岡村， 1913; 納富， 1919; 高橋ほか， 1936; 竹内， 1942;

橋本， 1958; 長尾， 1960, 1962; 寺岡ほか， 1962; 紺谷・酒井， 1978; 北海道

立地下資源調査所， 1980など)。 田近(1981) は本図幅地域南方に分布する「金

山層」に乱雑( chaotic) な層相を示す「乱堆積層」が分布することを明らか

にし、同層中に異地性の岩体が含まれる可能性を指摘した。田近・岩田(1983)

・ IWATA &払.JIKA(1988inpress) は「金山層」の泥岩から白亜紀後期(カンパニ

アン~マストリヒチアン)の、チャートからは白亜紀前期(オーテレビアン

~パランジニアン)の放散虫化石を報告し、チャート・石灰岩・緑色岩類( ?)

について異地性の岩体であるとした。

このように 1980年代に入って放散虫生層序学的研究が進むとともに、周辺地域

の、先白亜JRm からも多くの白亜紀放散虫化石が報告され、これらのほとんど

が上部白亜系に属することが明らかになってきている(岩田はか， 1983; 田近

ほか， 1984; 田近・岩田， 1984;I川TA & T\ .J IKA , 1986; 岩田・加藤， 1986)。

N. 1 日高累層群

日高累層群は北海道中央部においてそれまでれ先エゾ層群グ . ホ日高系か

れ日高層群かと呼ばれていた地層群を一括して取り扱つ名称として提唱された

(長谷川ほか， 1961) その後、君波ほか(1 986 a , 1986b)は「日高帯」を

、、空知ーエゾ帯の東側に分布する主にメランジと陸源性砕屑物から構成される

中生界の分布城かと定義し、「日高帯」に分布する中生界を日高累層群と呼んだ。

本報告ではこの定義に従い、本図幅地域の西部~南部に分布する白亜系につい

て日高累層群と呼ぶ。

本図幅地域の日高累層群はタービダイト性の砂岩・泥岩を主とし l喋岩・酸性

凝灰岩を伴う砕屑岩類と少量の緑色岩類・チャート・石灰岩から構成きれる。

これらの岩石はしばしば様々な程度に変形し、入り混じって存在する。分布地

域は主として本図幅地域南西部の丸瀬布周辺から上古丹川流域にかけての地域

で、その分布の主体は東隣の「立牛」図幅地域である。立牛岳北西方にも、「立

牛I滝上I上渚滑」の各図幅地域からの延長として分布する。

ハ
U



日高帯の地層はかってい中古生代地向斜堆積物かと呼ばれた他の地層群と同

様に、地層の優百しが著しく、岩相単位としての区分が困難で、あることが多い。

また、岩相単位としての各「層」や「層群」は相互に断層で接することが多く、

それらの上下関係の判定は困難な場合が多い。このような地質体での広域的な

層序区分は構造層序的な区分にならざるを得ない。そのような意味で本地域の

日高累層群を上古丹コンプレックス 上丸コンプレックス、金山コンプレック

スの 3 つの単位に区分した。各コンプレックスは断層によって境きれた(ある

いは関係の不明確な)いくつかの部層(あるいは累層)規模の地層の集合体(

複合層， Complex) である。

「砂泥混在岩(相)J rメランジエ」について

上述のように本地域の日高累層群には様々な程度に変形し、混在した地層が

含まれる。これらの岩相は「乱堆積層J (田近， 1981) 、「砂泥混在岩相JI メラン

ンジ J (君波ほか， 1985)など様々な名称で呼ばれている。用語の混乱をきける

基 質 問機"・ブロック

岩相 剥灘性 、、磯"種 耳長 車E 大きさ その 1t!l

中舶粒会~岩個粒砂岩 吉 板態レ状ノが推ス、1状定も、可と不の能規成。則置状な 数情mび~は 1m(/)庫さ 小槽曲が尭遣

砂泥混在岩(相)I 暗灰色泥岩 ない~弱い
情厚さの、も 1の加でn前主回後σ~コ

基な質場合とのが焼あ界る不。得搬 4加1 と膨舗が顕著

。b 崎(一灰部色砂泥質岩)
主い~弱い 中ル粒・~吉醐晦粒砂砂岩岩・瞳・岩マ 亜庫界あa 状)角がる形態不。で~のは時搬基亜判里置円なIJ形唱不との告、能境成。が

畏径数剖-5m

砂泥混在岩(相lIT

弱い~強い
同上

(まれにチャートを宮む)

。 主い~溺ぃ チャート・石灰岩・玄武

亜ンクして角Xでい形状I:る~、成こ亜異眉と質状円が形態ブ~口をる残レy。
長径 2冊~致10m

岩地岩性を・珪吉岩薗塊む頁こを岩主などの里
数km( 7)

メランジェ b 暗灰色泥岩 著聞がし発い鰭達片状曹 とし、貯

とがある。

第 3 表 メランジェ・砂山Mil:岩相!の分轄l

ために、これらの岩相について本報告では平ほか(1980 a , b) の用法を参考

にして、次のように呼ぶことにする(第 3 表)。なお、これらの用語には成因上

の意味は含めない。これらの成因としては大規模な海底地すべり(例えばオリ

ストストローム) 、スラストなどに伴う構造的混在、泥ダイアピル起源のもの

など、色々な成因をもつものが含まれているものとみられる。用語や成因上の

議論は本報告の目的ではないので、それらについては勘米良 (1977) ・平ほか

(1980a , b)・ C()W:\\ (1 985) などを参照されたい。

※Complexの用法はISSC (1 976) に従った。

1
1ム

旬
E
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第 4 図 砂j尼混在岩 I の産状

(金湧川下流j口I床音I))

砂泥混在岩(相) I;砂岩・泥岩および一部礎岩・含磯砂岩から構成される。

砂岩は泥質基質中に平たく延びたレンズ、あるいは膨縮した、単層かとして散在

する(第 4 ・ 5 図)。レンズにはしばしばヲ|っ張り断裂が発達する。一般に露頭

で見られるレンズあるいはホ単層グの伸びの方向はその地域の地層の延長と準

平行で、あるが、著しい小摺曲によりその構造が把握できないことがある。基質

の泥岩は一般的に剥離性が弱く均質で、あるが、 まれに砂質のラミナが見られ

ることがある。また、組粒で厚い(厚き数lOcm- 1m) 砂岩レンズでは基質と

70
一一一一一-.L.... Sl

ょ-ー

第 5 図 砂j尼混在岩 I における砂岩レンズの産状

(ー上古丹九号 Jill
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第 6 図 砂岩ブロックと j尼質基質との関係

(伊奈午川中流河床部)

の境界が不規則に入りくみ、不明瞭となっている場合がある(第 6 図)。

砂泥混在岩(相) II;砂岩・泥岩および喋岩・含喋砂岩から構成される。砂

泥混在岩 I とは漸移的に移り変わることがある。泥質基質中に分解きれた径数

cm- 数m の喋、あるいはフ、、ロック状の砂岩が含まれる(第 7 図 t 磯と泥質基質は

本来の成層状態を全く推定できないほど混合しており、喋あるいはブロックの

形態は亜角~亜円形を示す。基質の特徴からさらに a ， b の 2 つのタイプに細

第 7 図砂 j尼 i11 在岩 IIa の産状

(上古丹九号川紺古丹林道)

q
u



分できる。 a タイプはほとんど基質に剥離性の見られないもので、基質には弱

く棺曲した砂質ラミナを含むことがある。礁と基質はシャープに変化すること

が多いが、まれに砂岩と泥岩が不規則に入り混じった産状を呈することがある。

一方、 b タイプは剥離性に富む泥質基質からなるものである。礁の長軸やへ

き聞は地層の伸びと平行なことが多い。 b タイプにはまれに時代不明のチャー

ト礁を含むことがある。

メランジェ;泥岩を基質とし、基質あるいは周囲の泥岩と異なった時代を示

す珪質頁岩・チャート・石灰岩および緑色岩類や砂岩を径数m の喋あるいはブ

ロックとして含むもので、基質の性状から a ， b タイプの 2 つのに細分される。

a タイプはほとんど剥離性の認められないもので、 b タイプは著しい鱗片状の

へき聞が発達するものである。

本累層群には数m-数10m の波長の、閉じた小摺曲が発達する。これらの成因

がスランプあるいは構造的な運動によるものかについては判断が難しい。本報

告では単に「摺曲」と記載する。
うえんこたん

羽. 1. 1 上古丹コンプレックス (U S1-4 , Um1-3 , ph , U g , Ucg)

回近ほか(1 987) の命名による。模式地は紋別市上古丹川中上流域で、「立牛」

図幅地域にまたがっている。その分布は上古丹九号川および上古丹川上流域

で、「立牛」図幅地域に広がっている。本コンプレックスは砂岩・泥岩・緑色岩

類からなる主部 (U S 1-7)と断層によって挟まれて出現する鱗片状泥岩層(

ph) およびメランジェ(本図幅地域では確認されていない)から構成きれる。

本図幅地域では主部は見掛け上砂岩・含喋砂岩・喋岩・泥岩および、それらの

混在岩相からなる砂岩ユニット (U S 1-4)と泥岩と緑色岩類からなる泥岩ユ

ニット (U m 1-3)が整合的に交互に繰り返して累重する。本図幅地域での厚

きは、北部で約 2 ， 200m 、南部で約 1 ， OOOm で、下限は東側に分布する上丸コン

プレックスとの聞の断層によって切られている。これらは分布地域中央部の N

E性の低角(推定)断層によって南部と北部に別れて分布している。

北部の上古丹九号川付近では主として下半部の砂岩ユニット U S 1-2 および

泥岩ユニット Urn 1-2 が分布する。第 8 図に上古丹九号川の柱状図を示した。

US 1 は全体として中上部に薄層理互層が卓越し、中部および下部に砂岩・砂

泥混在岩が発達する。薄層理互層の砂岩はしばしば膨縮し、「すみ流し」状に泥
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泥岩・簿層理互層

膨縮相暗造発達

(砂泥混在岩1)

砂泥混在岩 II a

含嬢砂岩・機岩・マー
ルのブロックを特徴的

に含む。
砂泥混在岩 I をはさむ

ブロックの径は数1伽n

~数m 。

薄層理互層

部分的に膨縮嫡造発達
(砂泥混在岩1)

塊状砂岩(ブロック?)

塊状砂岩を主とする。
層理不明、ブ口 y クの
集合体?

砂泥混在岩 II a

砂岩、一部含型車砂岩の
ブロックを主とする。
ブロック径最大 5m 、
スランプ僧幽を示す薄
層互層相を含む。

一
F
h
u

第 8 図 上 古 丹コンプレックス

主部柱状図

(上古丹九号川)



岩と入り混じっており、一部では砂泥混在岩 I から II へと変化するのが観察さ

れる。砂岩は灰色~暗緑灰色を呈する細粒~中粒の石質~長石質ワッケで、火

山岩片・堆積岩片に富み、黒雲母を一般に含む。しばしば砂岩には径数mm-数

emの泥岩クラストが含まれる。中下部には層理不明瞭な塊状砂岩が発達する。

これはいくつかの砂岩ブロックの集合体かも知れない。中部・下部に 2 層挟在

する含礎砂岩礁岩層 (Ve g) は、含喋砂岩・喋岩・砂岩の径 8em-5m 前後

の礁からなる砂泥混在岩 IIa である。含喋砂岩や磯岩は径 O.5-2em のチャ

ート・酸性凝灰岩・砂岩の円礁と多量の泥岩同時喋(最大径40em) からなるも

ので、基質は砂岩である。基質の泥岩とブロックの砂岩はしばしば入り混じる

ことがあり、泥質基質中に酸性凝灰岩・チャートの円礁が散在することがある。

これらには石灰質団塊の破片(径数10cm) を含むことがある。 V S 1 の厚さは

約 1 ， 800m である。 Vml は泥岩を主とし、玄武岩質枕状溶岩 (V g) をはさむ。

Vml の厚きは約60m である。 V S 2 は薄層理互層・塊状砂岩を主とし、その厚

きは約150m である。 Vm2 は泥岩を主とし、玄武岩質枕状溶岩 (V g) やドレ

ライトを挟む。

南部地域には砂岩ユニット V S 1-4 および、泥岩ユニット V m 1-3 が分布する。

砂岩ユニットは塊状砂岩を主とし、薄層理~厚層理互層を伴う。まれに含磯砂

岩礁岩を含む。南部地域の砂岩は一般にブリットル (brittle) な変形を受け角

磯状を呈することが多い。

緑色岩類は玄武岩質の枕状溶岩(厚さ 10-50m) および玄武岩・ドレライト

のシート状主主入岩体(厚さ数m -10m) からなる。泥岩と緑色岩類との関係が観

察できるのは、主として「立牛」図幅地域内である(田近ほか， 1987)。これら

は斜長石あるいは斜長石・単斜輝石の斑晶をもっ玄武岩および、ドレライトで、

変質鉱物として方解石・緑泥石・ブドウ石などが認められる。ほとんどの場合、

網状に方解石あるいは沸石類(主としてローモンタイト)の細脈が発達する。

鱗片状泥岩層( ph) は鱗片状へき聞の発達の著しい暗灰色泥岩からなり、

見掛け上数100m の厚さを示す。小摺曲や断層によって擾乱されており、含喋砂

岩(径20em) や石灰質団塊(径10-50em) を含むことがある。
かみまる

N. 1. 2 上丸コンプレックス (Km ， Kp , Keg , Me)

田近ほか( 1987)の命名による。 IWATA &巴 JIKA (1988inpress) の「金山層」

n
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の西半部に相当する。模式地は東隣「立牛」図幅地域、紋別郡丸瀬布町上丸~

丸立峠付近である。上古丹十四号川上流および図幅南西部の松田の沢とその東

方に分布する。本コンプレックスは砂泥混在岩 I および薄層理~厚層理互層を

主とする主部 (Km) とチャート・緑色岩・石灰岩の喋・ブロックからなるメ

ランジェ (M e) および砂泥混在岩IIb を主とする、含磯泥岩。層 (K p) よりな

る。

本コンプレックスは西側で断層により上古丹コンプレックスと、東側で同じ

く金山コンプレックスと接し、西から、含喋泥岩グ層 (K p) 、主部 (K m) の順

に配列し、メランジェ (M e) は主部( Km) に構造的に挟在する。

、含喋泥岩グ層 (K p) は、基質のやや変形した砂泥混在岩IIb を主体とし、

一部に砂泥混在岩 I を含む。層理あるいは基質のへき開は定方向を示す場合も

あるが、上古丹川支流では不明なことが多い。まれに暗灰色チャート・酸性凝

灰岩ブロック(径数m) をはさむことがある o 東側の主部 (Km) とは断層で

接するものと推定きれ、見掛け上約1 ， OOOm の厚きが推定される。

主部( Km) は波長数m -数10m の閉じた非対称摺曲と小低角断層・高角断

層により様々に擾乱、変形した砂岩泥岩互層(以下、「厚層理砂岩泥岩互層」

「薄層理砂岩泥岩互層」は「厚層理互層 J ~薄層理互層」と略す)を主とし、含

磯砂岩・喋岩・酸性凝灰岩をしばしばはきむ。互層部は見掛け上ほとんど変形

していない部分から砂泥混在岩 I ・砂泥混在岩 IIb まで、数m -数10m オーダー

で変化している(第 9 ・ 10図)。後述するように、本図幅地域南東部では複数の

低角の断層に切られる棺曲ナップ状の構造をとるものと推定きれ、層厚の算定

は不可能で、ある。松田の沢川ではこれに反し、ほとんど、整然かとした砂岩優

第 9 図 上丸コンプレックス主音15(Km)

の変形の~~\; 、砂岩泥岩互層、

(上丸上里沢上流)

ヴ
d

唱
E
A



第10図 上丸コンブレックス主音I)

(Km) にしはしは発達する

、、含際j尼岩" (砂泥混在岩

IId)。基質のj尼岩は鱗片状

へき開ヵ、発達(上里川上流

林道)

勢の薄~厚層理互層を主とし、見掛けの最下位には含喋砂岩・細喋岩層 (K c

g) が数層はさまれる。この部分は見掛け上1，500m の厚きを示すが、西方~南

方に向かつて次第に擾乱が著しくなっている。

主部( Km) はごく一部に砂岩と白色~赤色チャートおよび石灰岩チャート

の互層・暗緑色~黒色チャート・(珪質泥岩) ・緑色岩類の径数cm-数10m の亜

円~亜角形のホ礁かよりなるメランジェ (M e) をはさむ(第11図)。メランジ

。
。

句
Z
A

第 11図 上九コンプレックスのメラ

ンジェ (Me) 。白色~時緑

灰色チャート (ch)や砂岩(s

s) が基質中に散在。基質(m

x)は明色剖;が凝灰質泥岩、

暗色音I)がj尼岩である。スケ

ール 1 m (上里川上流林道)



ェは厚き最大数10m で、膨縮したホレンズ状層かとして断層にはさまれて出現

する。基質は暗灰色~黒色の鱗片状泥岩と暗緑色凝灰質泥岩である。本図幅地

域では 2 層確認されているが、松田の沢川付近でもチャートの転石は多く認め

られるので、より広く含まれる可能性がある。これらのフブブ、守、ロ、ツソクはジユラ紀後

期~白亜紀前期の放散虫化石を含む(汀IWI\\T百'A &Til叫.J川]

本コンプレ、ツソクスを構成する砂岩は暗灰色を呈する細粒~中粒の石質~長石

質ワ、ツy ケでで、、堆積岩片・砂岩岩片に富む。長石は斜長石の他にマイクロクリン

やパーサイトがめだっ。ほとんどの場合黒雲母を伴っている。喋岩・喋質砂岩

の礁は砂岩・泥岩の同時礎(径数em-15em) が多く、チャート・酸性凝灰岩・

酸性~塩基性火山岩円礎~亜角礁を伴う。同時礎以外の礁は一般に細粒( 1em

以下)で、特に火山岩礁は細粒である。
かなやま

N. 1. 3 金山コンプレックス( Kyo , KY1-4 , Neg , Ng , ch , tf)

高橋はか (1936) の「金山層」、田近 (1981) 、 田近・岩田 (1983) の「金山層」、

Ivnn&TリIK.\ (1988inpress) の「金山層」の東半部に相当する。模式地は紋別郡

丸瀬布町金山周辺の湧別川と同支流の伊奈牛川流域であるが、同流域には全岩

相が分布しないため、湧別川支流の前田の沢川を副模式地とする。丸瀬布付近

の湧別川流域、伊奈牛流域、金湧川流域、泉の沢川流域および前田の沢川流域

に広く分布し、若咲内付近の湧別川沿いに見られる。

本コンプレックスは、泥岩およびチャート・緑色岩・石灰岩・砂岩からなる

メランジェ・ユニット (Kyo ， Ng , eh) と砂岩・泥岩を主体とする主部

(KY 1-4 , Neg)から成る。本コンプレックスの一部は後述する新第三

紀花崩岩類によると見られる接触変成作用を受けホルンフェルス化している。

これらの東側に分布する上丸コンプレックスと断層によって接し、NNE-S

SWないし NE-SWの走向で、東からメランジェ、主部の順に分布する。模

式柱状図を第12図に、各個柱状図を第13図に示す。

メランジェ・ユニット (K yo) は前田の沢川上流、金湧川上流を結ぶ地帯

に分布する緑色岩類、チャート(珪質泥岩)・酸性凝灰岩・砂岩および暗灰色

泥岩よりなり、一部に石灰岩を伴うものと推定される。泥岩からは白亜紀後

*前田の沢川中流部の地すべり土塊中に石灰岩ブロック(最大径6 m)が多数認められる。
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区分|模式柱状図| 2』L54f キ目(見掛けの層厚)

含磯砂岩・磯岩あるいは厚層

理砂岩を基底として、上方に

細粒化・薄層化。

Ky4~ー 1
塊状砂岩・薄層理互層を主と

する。

混在岩相、スランプ?摺曲が

発達。

(1500m)

砂泥混在岩 I を主とする。

塊状砂岩をしば‘しぱはさむ。
Ky

F44 わ
(1000'"1200m)

塊状砂岩・含磯砂岩の整然層

Ky2i-~ を主とする。

(600'"450In)

竹中上部'は砂泥混在岩(I)を
主体とする。

Ky 1 ドー‘ r 酸性凝灰岩薄層をはさむ。
、、下部

る。

(1100'"1200m)

緑色岩・チャー卜(珪質泥岩)

酸性凝灰岩および泥岩からな

る。 (350'"450m)

第12図 金山コンプレックスの模式柱状図
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期の、チャート(珪質泥岩)からは白亜紀前期の放散虫化石が産出し、後述す

るように両者間には大きな時代差がある。前田の沢川では(第12図)見掛け上、

下位より、緑色岩類(層厚70m) 、数cm~ 10cmの厚きで互層するチャート・酸性

凝灰岩互層部(層厚110m)および泥岩が整合的に累重するようにみえる。一方

金湧川西支流の上流部では灰白色チャート・砂岩・泥岩が、数cm~数10m オー

ダーで交互に出現する。泥岩はほとんど剥離性をもたない均質な暗灰質泥岩で、

a タイプのメランジェである。ただし、本ユニットの分布地域は露頭条件が悪

く、さらに微化石の検討も十分とは言えないので、泥岩中に、巨大なシート状

岩体としてチャート緑色岩類が含まれるか、それとも緑色岩類→チャート・酸

性凝灰岩→泥岩からなる層序ユニットが、断層によってくり返して出現するの

かは判然としない。本報告では泥岩とチャートとの時代差を重視してとりあえ

ず、前者の立場をとることにした。

第 14図 金山コンブレノクス中のドレ

ライトの顕微鋭写真。横幅は3

mm (平行ニコル)

px 、粧干 i 、 pi: 判長石

緑色岩類は、オフティック組織を示すドレライト(第 14 図)と少量のパリオリ

ティックな組織を示す玄武岩からなる。残留鉱物は単斜輝石・斜長石である。

なお、一部にかんらん石の仮像が認められる。一般に方解石・沸石類の細脈が

発達する。

主部( KY1-4 , Neg )は砂岩・泥岩とそれらの互層を主体とし、含喋

砂岩・喋岩・酸性凝灰岩を伴う。砂岩・泥岩は、種々に変形し、砂泥混在岩I

となっている。丸瀬布市街付近から伊奈牛川付近に広く分布する。見掛け上、下

位(西側)に分布するメランジェ・ユニット (K yo) との関係は不明である。
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上限は新第三系におおわれ不明である。岩相から KYI-KY4 の 4 つのユニ

ットに区分きれ見掛けの全層厚は4 ， 000m 以上である。

Ky 1 は塊状砂岩を主とし、全体として上方に細粒化する砂岩・泥岩を主と

する地層で、ホ中上部かは砂泥混在岩 I となっている。ホ上部勺こは厚き数10 em

- 3m の淡緑灰色凝灰質泥岩~凝灰岩の薄層をはきむことがある。泉の沢川

塊状砂岩

層理のゆ着

(amalgamation)

平行葉理砂岩

層理のゆ着

含喋右手、岩

最大磯径 5em
(チャート)

(rip-up クラスト

最大径 60em)

←一一一一フー一一一一一一ー

薄層理砂岩泥岩互層

第 15 図

KY4 ユニットの各個柱状図
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上流には一部に千枚岩質泥岩、転石として淡赤灰色のチャートが認められる部

分があるが、関係が不明のため KYl に一括した。あるいは、一部にメランジェ・

ユニットが分布するのかも知れない。 見掛けの層厚は前田の沢川で1 ， 200m 以

上、金湧川支流で1 ，lOOm である。

KY 2 は数10cm-数m の厚さの含礎砂岩・喋岩 (N cg) ・塊状砂岩と泥岩

の互層を基底とし、塊状砂岩・厚層理互層を伴つ地層で相対的に整然とした地

層を主とする。上部には、しばしば波長数 m- 数10m の閉じた非対称摺曲が発

達する。見掛けの層厚は、伊奈牛川で

KY 3υは土上、砂泥j混見在岩 I· 塊状砂岩を主とし、泥岩薄層理互層を伴う九。砂泥混

在岩 I にはさまれる数m-1叩0数m の厚きの塊状砂砂、岩もまた膨縮が著しい。上部

には暗灰色泥岩~薄層理互層が車越する。見掛けの厚きは、北東部の伊奈牛川

流域で1 ， 200m で、南西部へむかつてその厚きをやや減じる。

KY 4 は含喋砂岩・喋岩 (N cg) を基底層として全体として上方に細粒化、

薄層化する薄層理砂岩・塊状砂岩を主体とする地層で、中部に塊状砂岩・砂泥

混在岩 I が車越する。厚い砂岩・喋岩・含喋砂岩ではしばしば層理の癒着

(amalgamation) が認められる(第15図)。最上部が分布する湧別川伊奈牛付近

てやは数m-数10m オーダーの波長の閉じた非対称棺曲の発達が著しい。泥岩の

優勢な部分にはしばしば径30cm-2 m の石灰質団塊を含む。全層厚は約1 ， 500m

以上である。なお、この地層の、上部グは遠軽町若咲内付近の湧別川沿いにも

わずかに露出する。

本コンプレックスの砂岩は前述の 2 つのコンプレックスと同様、石質(-長

石質)ワッケからなる。堆積岩片および中性~塩基性の火山岩片に富み、マイ

クロクリン・パーサイト・黒雲母を含む部分がある(第16図)。このことは後述

第 16図 金山コンプレックス中の砂岩

の顕微鏡写真。横幅は 1 mm

(平行ニコル)

Bi: 黒雲母、 Pl: 斜長石
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の湧別層群の砂岩が火山岩片に富み、輝石・角閃石などの重鉱物を普遍的に含

む( KO:--J T川I & KIMI"AMI , 1980)ことと明らかに区別される。

含磯砂岩や喋岩は径 0.5-5em のチャート・酸性凝灰岩・安山岩の円礎~亜円

礁からなり、砂岩や泥岩の数 em- 数m におよぶ同時礁を伴う。

ホルンフェルスは泥質岩・凝灰岩を原岩とするもので、花開岩類の周辺およ

び金湧川中上流域に分布している。鏡下では黒雲母一白雲母一(緑泥石)一ア

ルバイト一石英の鉱物組み合わせを示すタイプ(第 17 図)と黒雲母を欠き白雲母

第17 図 金山コンフレックス中の黒 ZJ

母ホルンフェルスの顕微鏡 'J I

真。横幅は O.7mm 。時灰色の斑

点状音 I~ が黒雲母(平行ニコル)

一緑泥石の集合体を点紋状に生じているタイプに区分きれる。黒雲母は長径 0

02-0.08mm の粒状~フレーク状を示し、弱い定方向配列を示すことがある。

N. 1. 4 立牛岳北西の日高累層群( Hd)

立牛岳北西部に分布する日高累層群は、暗灰色泥岩を主とし、まれに厚き数

mm-数em の細粒砂岩を伴う。石灰質団塊を含むことがある。これらは隣接する

「滝上 J r 立牛」両A図I幅地域に広く分布する地層の延長部で、田近ほか(1984) の

ホ渚滑川層群グ S 4 層に相当する o

N. 1. 5 産出化石と時代

本累層群からは、大型化石は報告されていない。時代はすべて放散虫化石に

より考察きれている。他にいくつかの地層から底生有孔虫が産出する。以下、

田近・岩田(1983) 、 IWAT\ &もJIKA (l 988 inpress) に従って述べる。 第 18 図に

時代と岩相との関係を、第 19 図に化石の産地を示す。

本図幅地域の上古丹コンプレックスからは化石の産出は知られていない。

「立牛」図幅地域での予察的検討によれば白亜紀型放散虫化石および底生有孔

po
っし】
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第 18図 日高累層群の岩相と時代の関係
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虫化石が認められており 詳細な時代は不明であるが、上部白亜系であるらし

同じく「立守二」図幅地域の上丸コンブレヴクスの泥岩・凝灰質頁岩からはAm・

ρhi)りynd，似 eness究所!.， A.tylotus, A.stocki, Stichomitrad.α symbatos ， Alievium

d. gallowayi, Pseudoaulophacus florescens , P. Zenti ωlatus ， Phaselifornw

d. l，αxa ， Dictyomitramulticostata, D.d.rhadina, D.koslovae, Archaeodictyoｭ

mitracf lamellicostata, Cornutellacalz; もrnz 切， Lithatractus 仰sillus ， Stichoｭ

mitracampi などが報告されている。これらは F()l {E~l 人メ(1 977) の Amphit ヲル

dぽ仰 sse/fi 帯~ A. tylotus 帯(カンハニアン~マストリヒチアン前期)、
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- 白雪手糸of愛岡敬敵虫化石

台 白.'!Ii糸1前閉微散虫化石

fKM

第四図 日高累層群中の放散虫化石産出位置図

VISH~EVSKAYA (1986) の A. enessef.乃.帝(カンパニアン前期~中期)にはは対

応する。

Me-3 , Me-4 , Yu-3

A即hipYI泊x ala.雌!daensis

Bathropyra mi.s α即belli

Cia幼rocyc1as diceros

Cornutella 但liforni 句

Dictyomitramulticosta 句

Eucyrtidiullsp.A
Litho.雌現lnUS cf.庇!l1dosa

Lithatractuspussillus

Lithostrobussp.A
P加seliforma SPP.

0地icuiifo r.回 spo

Praestylosphaerahast.atus

Spongosaturnalisspinifor

The ∞aryptra cf0 limぬta

Neosciadiα沼psa spo

Yu-62a , Yu-58

LithostrobusspoA

Bathropyramis 句即belli

Phaseliformaspp.

Stylosphaeracf.goruna

Praestylosphaerahas 匂tus

Spongodiscusspp.

第 4 表 金山コンフレックスの泥岩、凝灰岩中の放散虫化石
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金山コンプレックスの泥岩、凝灰質泥岩からは、第 4 表のような化石が報告

きれている。これらは、 FUREMA~( 1977) の A. tylotus 帯(カンパニアン後期~マ

ストリヒチアン前期)， VISHNEVSJくAYA (1986) の Clathrocyclas diceros 帯(カンパ

ニアン後期~マストリヒチアン前期)にほぼ対応する。

R土のように金山・上丸両コンプレックスはカンパニアン~マストリヒチア

ン前期と考えられる。上丸コンプレックスには金山コンプレックスよりもやや

古い群集の要素が見られるが、現時点での産出地点数は少なくおよそ両者は同

時期の堆積物と考えられる。 C. dicerosを含む群集は常目帯の湧別層群「豊里層」

「旭野層」にも認められている( IWAli¥& T;¥JIK:¥ 1986 ，岩田， 1988) 。これらのこと

から、空知一エゾ帯の上部エゾ層群~函測層群と本地域の日高累層群・湧

別層群は同時異相の関係にあると考えられる。一方、上丸コンプレックスのメ

ランジェ中のチャート(試料番号 A-26b) はパランジニアン~パレミアンを

A-26b Me-9.Yu-61.Yu-62b

KY-509

S匂町osphaera 筑司pte昨)()ratus

Aω朗iotyle u助i1icata

Thana r1a ∞'Oi伺

Sphaerosty1uslanα 却la

EucyrtislIieropora

Obesacapsulacf.rotunda

Setho 回'Psa sp.

Naporasp.

Paronaellasp.

A民haeo ，卑)()ngopron 四 sp.

S句uro ，耳)haera septeJllPOratus

Sphaerostyluslaneeola

Th anarla ∞nica

Hirifususmediodi1atatus

Aω eniotyle ullJbi1 i白白

EueyrtislIieropora

Archae-:ガ iet 拘置 itra apiaroll

Se th α沼psa sPP.

第 5 表 金山コンプレックスのメランジェ・ユニット中のチャート、

ィ疑灰質珪質Jt岩中の放散虫化石

示す第 4 表のような放散虫化石が報告されている。「立午」図幅地域で、は同じく

パランジニアン~バレミアンを示すチャート・ブロックの他に、 ジュラ紀後期

(オックスフォーデアン~キンメリッジアン)の放散虫化石を含むチャートが発

見されている。( IWAn& T.~JIK，~，l 988 inpress)。

ハ
同d
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金山コンプレックスのメランジェ・ユニット中のチャートあるいは凝灰質珪質

頁岩中からはバランジニアン~バレミアンを示す放散虫化石が報告されている

(第 5 表)。

N. 1. 6 地質構造

本図幅地域の日高累層群のコンプレックスは NNE-SSWないし、 NE­

SWの走向で帯状に配列している。

上古丹コンプレックスは、はぽNNE-SSWの走向を示し、西側に 20°-90°

傾斜した同斜状構造を示す。個々の露頭では、小摺曲や砂泥混在岩のため走向

傾斜は一定しないことが多い。観察きれる限り、堆積構造は西方上位を示すも

のが多い。南部と北部を画する断層は、大きな変形の程度の差を示して発達す

る泥岩層の分布から推定されるもので、 NE-SWの走向の、北に傾斜する低

角断層である。鱗片状泥岩層のへき開面は N45°E- NS の走向， 25ー-90
0

Nｭ

Wの傾斜を示すものが多い。

上丸コンプレックスはNNE-SSWの走向を示す断層によって上古丹コン

プレックスと接する。一部は上古丹コンプレックスの分布域に入りこむように

分布するが、詳細な構造は不明である。上丸コンプレックスは、小摺曲や小断

層による著しい擾乱を示すために詳しい構造は不明であるが、県含磯泥岩グ層は

ほぼNE-SWの走向でNWに 35°-80。傾斜する。主部は分布地域中央部でN­

S ないし E-Wの走向で、 W-Nに 10°-90。傾斜する場合が多い。「立牛」図幅地

域では北西に緩く傾斜するノfイルナップ状の構造が推定され(田近ほか，1987) 、

メランジェはナップの下底にそって発達するものと考えられる。これらはさら

に東方にむかつて東傾斜を示す場合が多くなることから、全体としては背斜状

構造(アンチクリノリウム)をなしているものと推定きれる。

金山コンプレックスはNW-SE系の断層により上丸コンプレックスと接す

る。 NNE-SSWないしNE-SWの走向を示し、 NWあるいは SEへ40°

-90。傾斜することが多い。堆積構造から判断すると南東上位を示すものが多く、

全体として東方に傾斜する同斜状構造をなすものと考えられる。

N. 2 湧別層群 (yu)

高橋ほか(1936) の命名による「湧別層」に相当し、橋本 (1958) ・長尾(1960)
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の再定義による。隣接する「遠軽Jr中湧別」両図幅地域に広く分布するものの

一部がフミ ill および南の沢川に分布する。暗灰色泥岩~砂質泥岩を主とし、一

部は細粒~中粒砂岩と薄層理互層をなす。砂岩の一部は弱い膨縮構造を示すこ

とがある。 N-S ないし NNE-SSWの走向を示すことが多 L、。「中湧別」図

幅(長尾、 1962 )地域の「ポンサル層」あるいは「芭露層」の南方延長部と考

えられる。隣接する「遠軽」図幅地域の「ポンサル層」相当の部分からはAm ・

ρhipynd，α:x stocki, Lithatractωρussillus 等の放散虫化石が得られる(岩田・

田近，未公表)こと、また、遠軽市街東方の湧別層群からは、カンパニアン~

マストリヒチアンの群集が報告きれていること( Iw川八& Ti\ JIK八， 1986;岩田，

1988) から本地域の湧別層群もまたそれとおよそ異ならない時代の堆積物と考

えられる。

新第三系

本地域に分布する新第三系は、下位から花岡岩類、海成堆積岩類よりなる鴻

之舞層、陸成の火山噴出物および湖沼性堆積岩類よりなる藻別層・留岡層・社

名淵層に区分される。以上の花商岩類および各層は互いに不整合関係にある。

貫入岩類は玄武岩・安山岩・石英安山岩・流紋岩よりなる。

本図幅地域およびその周辺の新第三系の層序については、高橋はか(1 936) 、

V
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竹内 (1942) 、浦島ほか(1953)、通産省(1969)などにより確立・再編されてき

た(第 6 表)。これらのうち高橋ほか(1936) ・竹内(1942) は、下位よりも鴻

之舞層群I， .，\モベツ層群か J社名淵層群H と区分し、前二者は漸移整合に重な

るとした。浦島ほか (1953) ・通産省 (1969) は前述のい鴻之舞層群II. \'モベ

ツ層群かを一括して鴻之舞層群かと再定義した。すなわちご鴻之舞層群かとホモ

ベツ層群グは上下関係ではなく、指交関係であることを指摘している。

今回の調査では、高橋ほか(1936) による、鴻之舞層群か Jモベツ層群かは

指交関係である部分が多いことを確認し、さらに、浦島ほか (1953) ・通産省

(1969) による鴻之舞層群上部層の凝灰岩層は下位層に対し、不整合関係であ

ることを見いだした。従って、通産省(1969) の鴻之舞層群は不整合を境に上

下二分されるものであるため、本報告では鴻之舞層群下部層・中部層を鴻之舞

層とし、上部層を藻別層と再定義した。

v.1 花岡岩類

丸瀬布付近には白亜系を貫く花岡岩類よりなる小規模な岩体が多数分布する。

大町(1954) や山田(1963) は、これらのうち旧北見鉱山付近に分布する各岩

体の形態および鉱脈との関係について詳細に検討し、浦島 (1962) はこれを伊

奈牛完品質貫入岩類と呼んだ。これらの岩体は旧北見鉱山付近ではほぼE-W

に近い方向に細長い遁入形態を示し、その傾斜は坑内資料では60°-70。南落ち

である。また、岩体内の流理構造は N-S 走向で、 40°-60° S の傾斜を示すこ

とがある(大町， 1954; 山田， 1963)。

この花商岩類は花岡閃緑岩・花闘扮岩・花岡斑岩・石英扮岩などからなり、

岩相変化に富む。花両閃緑岩岩体は坑内以外に湧別川南方の国道沿いや支沢に

分布する。花闘閃緑岩は斜長石(0.5-2.5mm)が斑状組織を呈し、他に 0.3­

0.8mm 大の角閃石・石英斑晶鉱物よりなる。他に、少量の黒雲母・不透明鉱物

を含有する。各斑晶鉱物はアルバイトーセリサイトー緑泥石一方解石などに交

代きれていることが多い。花崩扮岩・花商斑岩・石英局、岩は石英・斜長石が斑

状組織を呈し、これらの粒聞を微小石英や斜長石が充填している。

同質の花商岩類は藻笹川左岸支流の白亜系中に幅 8m に渡り貫入している(

第20 図)。この岩体は花閥均岩から花岡斑岩まで岩相変化に富み、岩体の縁辺部
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貫入面 (N69W70N)

。 10
m

こ=ー

第20図 白亜系と新第三紀花商岩類および鴻之舞層基底
との関係(藻笹川左岸支流)

では幅 1 m の石英安山岩が貫入している。 この貫入面はほぼ N69°W700N であ

る。

花崩岩類の貫入時代は各岩体が、白亜系を貫入していること、上位の鴻之舞

層基底の磯岩中に同質の花崩岩類が礁として含有されていることから、白亜紀

末期以降、鴻之舞層堆積以前と考えられる。柴田・石原 (1981) は北部日高帯

の花岡岩類の形成年代は 17M a , 36Ma , 43Ma に 3 大別されることを示した

が、本図幅地域に分布する花岡岩類は柴田・石原(1 981 )の 17M a の花商岩類

に相当するものと考えられる。

V. 2 鴻之舞層( K) (再定義)

鴻之舞層は旧鴻之舞鉱山南方の藻笹川流域を模式地とする。しかし、高橋ほ

か (1936) により命名された令鴻之舞層群かとホモベツ層群かの下半部、すな

わち、通産省 (1969) による鴻之舞層群下部層・中部層を鴻之舞層と再定義し

て使用する。

本層は藻鑑川流域や上古丹川上流域など図幅南西部から北部中央にかけて分

2•V.

布し、下部層・上部層に区分きれる υ 下部層は頁岩を主とし、上部層は頁岩・

泥岩のほか多数の火山噴出物を介在する。下部層・上部層とも海性の員化石を

産出することから、本地域における新生代最初の海成層である。

下部層 (KL·KLc)

下部層は頁岩層を主とし、基底部に砂岩礁岩層を伴う。

〈砂岩礁岩層> (KLc)

砂岩礁岩層が確認きれたのは、上鴻之舞西方支流・松田の沢川および上古丹
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川最上流である。

上鴻之舞西方支流では喋岩層が白亜系を不整合におおって分布している(第

21図)。磯岩層は淘汰の良い中~細喋岩よりなる。喋種は白亜系から由来した

頁岩・砂岩が主体で、少量の石英扮岩・花岡閃緑岩および凝灰岩を含有する。

礁の円磨度はいずれも良好で、ある。基質は中粒~組粒砂岩よりなる。喋は層理

に沿って配列しているほか、砂岩層を介在したり、ラミナの発達が認められる。

磯岩層は上方にむかつて次第に細粒化し、粗粒化し、組粒砂岩層に移化する。

粗粒砂岩層は淡灰色を呈し、淘汰が良く、部分的に数-10cm単位で、互層状をな

す部分と塊状部とがある。砂岩層は上部で泥岩層を介在することがあり、また

一部でやや凝灰質である。磯岩層および砂岩層の全層厚は約35m である。

松田の沢川では層厚約40m に達する中~細喋岩層を主体とし、部分的に砂岩

層および頁岩層を介在する。頁岩層からは後述のように植物化石を産する。

上古丹川最上流では本層基底を構成する層厚 3mの中~細磯岩層が分布する

が、その基質は泥質である。

〈頁岩層> (KL)

頁岩層は藻笹川流域やその西方・上古丹川支流および松田の沢川に分布する。

頁岩は一般に黒色~暗灰色塊状を呈し、層理面の発達が乏しい。旧鴻之舞鉱山

付近の藻笹川河床およびその周辺の支流では、鉱化変質作用を受け、やや硬質

になっている部分が多く、ブロック状に割れることが多い。また、凝灰岩の薄

層を介在したり、ラミナが認められることがある。

上鴻之舞西方支流においては新鮮な部分では黒色硬質泥岩と黒色頁岩が確認

できるが、風化部では全体にチリ割れが発達し、一様に見える。また、頁岩中

に 2-3m の層厚の円喋岩層を 2 枚介在しているが その連続性は乏しい。

上古丹川上流域では、全体に塊状の黒色頁岩が多く、上古丹断層を境として

白亜系と接する。白亜系の日高累層群の硬質泥岩と鴻之舞層の頁岩を比較する

と、後者のほうがより黒く、塊状である。

松田の沢川では頁岩層中に細礎岩と砂岩層が繰り返し介在される。

頁岩層の全層厚は lOO-470m である。

v.2. 2 上部層 (KU • K1-7)

上部層は藻笹川流域・上古丹川上流域・伊奈牛川上流域・白龍川上流域およ
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ぴ瀬戸瀬ダム付近に分布する。上部層の主体は泥岩・頁岩・砂岩・凝灰岩の互

層より構成され、多数の火山噴出物を介在する。火山噴出物の主なものは、 K1

-K7 と呼称する。また、上部層が白亜系を直接不整合におおう地区ではその基

底に喋岩砂岩泥岩凝灰岩層を伴う。

上部層は上位の藻別層に不整合におおわれるため、上部層の真の層厚は不明

であるが、現在認められる層厚は70-480m である。

上部層の主体を構成する泥岩砂岩凝灰岩互層は頁岩・泥岩が卓越する不規則

互層で、下部層から漸移的に変化する。頁岩および泥岩は下部層の岩相に比較

して凝灰質で、 2 -30cm単位の層状を呈し、硬軟の程度や粒度・ラミナの発達

などがやや明瞭で、ある。一単層では細粒砂岩・淘汰の悪い泥岩・頁岩の繰り返

しよりなり、これらの境界部では凝灰質砂岩や細粒凝灰岩の薄層、または、砂

質部に細粒の軽石片が点在することがある。

藻笹川本流の鴻之舞付近では層状の頁岩層が車越するが、頻繁に細~組粒凝

灰岩が介在され、下層部との境界付近では泥岩または泥岩砂岩互層が卓越する。

藻瞳川上流域および左岸支流では泥岩や凝灰質砂岩が卓越する。泥岩は灰~

暗灰色を呈し、凝灰質塊状であるが、細粒砂岩層の薄層を介在したり、ラミナ

の発達が認められる。砂岩は中粒砂を主とし、凝灰岩や泥岩の薄層を介在する

こともある。この互層部は上原峠北西部にも認められる。

上古丹川上流域では泥岩・頁岩に比して火山噴出物が多いが、上古丹川最上

流や上古丹十四号川本流では泥岩砂岩互層が卓越し、頻繁に細~粗粒凝灰岩の

薄層を介在する(第22図)。

以下に、喋岩砂岩泥岩凝灰岩層と K 1-K7の火山噴出物について述べる。な

お、それ以外にも、多数の火山噴出物層が介在されるが、それぞれについては

地質図および各個柱状図に示した。

〈磯岩砂岩泥岩凝灰岩層>(KUc)

喋岩砂岩泥岩凝灰岩層は伊奈牛川支流・金湧川最上流および藻瞳川最上流域

に分布する。

伊奈牛川支流(第 23図)の二の沢では下位より中喋岩層・砂岩層・砂岩泥岩

互層が重なる。中礎岩層中の礁は径 1 -10cm の亜角喋よりなり、その喋径は主

に下位の日高累層群より由来した頁岩である。 砂岩層は凝灰質中粒で、 比較
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的淘汰が良い。この砂岩層は南側のーの沢で喋岩層や凝灰岩層を介在しながら

広く分布する。砂岩泥岩層は凝灰質で、層厚 5 ~15cm単位の有律互層で、平行

ラミナが発達している。

伊奈牛林道およびその西方の支流では、喋岩層や砂岩層の発達は乏しく、凝

灰岩や凝灰質泥岩砂岩互層が分布している。
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角~亜円礎で、頁岩・砂岩・緑色玄武岩質凝灰岩・チャートなどよりなる。基

質はやや凝灰質・粘土質である。この喋岩は金八峠付近や藻瞳川最上流域にも

分布する。

一方、湧別川左岸・瀬戸瀬ダム上流部とその対岸の国道沿いには本層相当層

の喋岩が分布している。その岩相は細円喋岩を主とし、基底部に中円喋岩を伴

う。礁岩は塊状で層理やラミナの発達はなく、比較的淘沙が良い。その喋種は

主として頁岩や砂岩よりなる。基質は砂岩よりなる。湧別川沿いの喋岩は南部

の「丸瀬布」図幅の上支湧別層(野地ほか， 1967)に類似し、分布も近接する。

以上の喋岩砂岩泥岩凝灰岩層の層厚は30-75m である。

<Kl>

Kl は藻鑑川本流に模式的に分布し南は南同林道の沢まで連続する。層厚は

藻笹川本流で、最大 55m に達し、その南および北側で層厚を減じている。

Kl は下位より軽石凝灰岩・泥岩・軽石凝灰岩・細粒凝灰岩の順に重なる。

最下部の軽石凝灰岩は緑色・葉片状の軽石が卓越し、石英安山岩質である。

岩片として径 1-5cm の頁岩や砂岩および径 1-3mm の石質岩片が多数含まれる。

基質は長径 0.2- 1. 5rnrn の斜長石や石英の結晶と繊維状ガラスよりなる。

中部の j尼岩は凝灰岩・砂岩の薄層を介在しながら漸移的に上部の凝灰岩に移

化する。泥岩の層厚は 4-5m で、藻笹川河床の露頭のみに認められた。

上部の凝灰岩は下半分が軽石凝灰岩で、上半分が組粒凝灰岩である。さらに、

上位の泥岩層に移化する部分では泥岩層との互層部を形成するところがある。

軽石凝灰岩は石英安山岩質で、最下部の軽石凝灰岩と同様の岩相を呈するが、

中喋大の頁岩や砂岩の岩片は含まれない。下半分から上半分への変化は、軽石

含有量の減少や層理の発達が良くなることなどが認められる。

この地点から北方および、西方へは軽石の含有量が減少し、粗粒~細粒凝灰岩

が主体となる。これらの粗粒~細粒凝灰岩は火山方、ラスが卓越し、石英や斜長

石の結晶を含有し、，石英安山岩質である。

<K2>

Kz は石英安山岩質軽石磁灰岩と粗粒凝灰岩よりなり、旧鴻之舞鉱山沈殿池跡

の沢から南方に分布している。その層厚は 10 - 18m である n 凝灰岩は緑色・

葉片状の軽石を多数含有し、 基質は長径 0.2 - 0.5mm 大の斜長石と石英と織維
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状の火山ガラスに富む。また、含有岩片は Kl と異なり頁岩に乏しく、石英安山

岩・安山岩が多数含有きれ、その大きさは長径 1 ~ 3mm大、 1 部 2 ~ 3em大で、

ある。

<K3>

K3 は、本地域で最も分布の広い火山噴出物で、北は旧鴻之舞鉱山沈殿池跡の

沢から、南は上鴻之舞右沢川まで連続する。主に、石英安山岩質軽石凝灰岩・

火山喋凝灰岩・組~細粒凝灰岩よりなる。

K3 は結晶片として石英・斜長石のほかアルカリ長石を含有することを特徴と

し、まれに黒雲母を産する。これらの結晶片は長径 O.2-0.8mm で破片状を示す

が、これらのうちアルカリ長石は斜長石やジルコン(長径 O.04mm) と集斑品をな

すことがあるが、その形状が破片状であるため、自生結晶か、外来結晶かは不

明である。また、岩片は安山岩・石英安山岩を主とし、その他少量の頁岩や砂

岩を含有する。火山ガラスは融維状で、破砕した軽石片とともに産する。南方

では K3 基底に石質岩片に富む火山喋凝灰岩が肯越する傾向にある。

<K4>

K4 は南鴻林道の沢に分布する安山岩溶岩と同質の火砕岩である。また、上古

丹川支流や伊奈牛川支流に分布する安山岩質火砕岩も K4 に属する。安山岩溶岩

は灰色白破砕状溶岩( 7ill) と暗灰色塊状溶岩 (4 ill 十)よりなる。前者は安

山岩質火砕岩の上位に重なり、カ、、ラス質なブロック状部および塊状部が混在し

た形態を示す。斑晶鉱物は斜長石(長径O.1-0.4mm) と少量の斜方輝石・単斜

輝石(長径0.1-0.3mm) および不透明鉱物(長径O.05mm前後)よりなるが、そ

の含有量は少なく、一見無斑品質に見える(第24図)。斑品斜方輝石の周囲には

第24図 鴻之舞層安山岩溶岩 (K 4 )

の顕微鏡写真(南鴻林道)

横幅は 3 mm 、 (平行ニコル)

P 1 斜長石、 c px 単斜

輝石、 o px 斜方輝石
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単斜輝石の反応縁が認められる。石基はトラキティック組織を示し、褐色カラ

ス中に斜長石・単斜輝石の微粒結晶(長径0.01-0 .02mm) が配列している。全

体に新鮮で、ある。

後者の溶岩は斑状組織を呈し、斑晶鉱物として斜長石(長径0.2-2.5mm) ・斜

方輝石(長径0.2- 1. 3mm) ・単斜輝石(長径0.2- 1. 5mm) および、不透明鉱物(長

径0.2-0.5mm) を含有する。石基はピロタキシティック組織を示し、褐色カマ

ス・斜長石・単斜輝石(長径0.02-0. 05mm) に富む。全般に新鮮である(第25

図)。

第25図 鴻之舞層安山岩溶岩 (K 4)

の顕微鏡写真(南鴻林道)

横幅は 3mmo (クロスニコル)

PI 斜長石、 Cpx 単斜輝

石

安山岩質火砕岩は下位より組粒凝灰岩・火山喋凝灰岩・凝灰角喋岩よりなる。

粗粒凝灰岩・火山喋凝灰岩は褐色塊状部と層理やラミナが発達する部分とが認

められ、いずれもやや結品質である。凝灰角磯岩は塊状を呈し、径 2 -10cmの

カホラス質安山岩の角磯より構成きれる。基質は火山喋凝灰岩および火山方、ラス

の細片よりなる。一部に層厚 I-2m 、延長数mのラバーロープが認められる。

また、凝灰角喋岩は上部で安山岩の円礎を含み、最上部では流紋岩や頁岩など

の異質円礁を含有することがある。

K4の火山岩片および溶岩は下部でガラス質安山岩で、上部で斑状安山岩である。

伊奈牛川支流および白龍川上流に分布する K4は安山岩質凝灰角喋岩・火山角

磯岩を主とし、ラパーロープや塊状溶岩を含む。凝灰角喋岩・火山角喋岩は長

径 5 -60cm の角喋~亜円喋状の安山岩岩片よりなる。基質は安山岩の細片よ

りなるが、 部分的に変質して粘土質になっている。 凝灰角喋岩は基底部で粗

粒凝灰岩や火山喋凝灰岩の薄層を介在することがある。伊奈牛林道に認められ
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るラバーロープおよび、火山角喋岩を構成する安山岩はハイアロピリティック組

織を呈し、l)I品鉱物は長径0.1-0.7mm大の斜長石・単斜輝石・斜方輝石・不透

明鉱物であるが、その含有量は少ない。石基は火山ガラスがほとんどで少量の

斜長石のラスを含有する。火山ガラスの40-50%は粘土鉱物に交代されている。

伊奈牛川最上流部や白龍川上流部に認められる安山岩質火山角喋岩や溶岩を構

成する安山岩は斜長石斑晶がめだち、斑状組織を呈する。斑晶鉱物は斜長石(

長径0.5-5mm) ・単斜輝石(長径0.1-0.5mm) ・斜方輝石(長径o.1-0.3mm)

・不透明鉱物よりなり、石基は褐色カヲスを主とし、マイクロライトと微粒の

不透明鉱物が含有きれる。このように、この地区でも下半部はかラス質安山岩

より、上半部は斑状安山岩よりなる。

上古丹川支流では安山岩質凝灰角喋岩・軽石まじり火山磯凝灰岩・粗粒凝灰

岩よりなる。これらの安山岩はいずれもカヴス質安山岩で、斑晶鉱物に乏しい。

一方、湧別川瀬戸瀬ダム付近に本層の延長部と考えられる安山岩質凝灰角喋

岩・火山角礁岩が分布する。ダム下流側では急冷周縁相を有する角喋(径 5-

100cm) とその基質が火山ガラス細片よりなるハイアロクラスタイトが分布する。

ハイアロクラスタイトの上位には社名淵層の礎岩・砂岩が重なる。

以上の安山岩溶岩および火砕岩は急冷周縁相を有し、また、級化層理や喋の

配列、または円礁の介在などが認められることから、その堆積環境は水中であ

ったものと考えられる。

K4 の層厚は地区により急変するが、南鴻林道の沢で '190m +、伊奈午川上流で

最大 100m+ 、上古丹川支流で最大 100m である。

<K5>

K5 は旧鴻之舞鉱山沈殿池跡の沢の上流部やその北方および、八号断層西側に広

く分布する。 K5 は安山岩質火山喋凝灰岩・軽石質粗粒凝灰岩よりなる。火山喋

凝灰岩は一般に褐色~褐灰色を呈し、安山岩岩片を主とし、ほかに石英安山岩

・頁岩・砂岩を含有する。基質は火山方、ラスを主とし、長径 0.4- 1. 5mm 大の斜

長石・石英と少量の輝石よりなる。火山庁、ラスは全般にスメクタイトに交付き

れている。藻笹川本流では安山岩質火山喋凝灰岩中に凝灰角喋岩や軽石凝灰岩

および粗粒凝灰岩が介在される。軽石は葉片状を呈し 層理方向に配列してい

る。クチャンナイ川でも同様の岩相を呈するが、変質が著しく部分的に原岩の
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組織が不明のところがある。

K5の層厚は150m+ である。

<KB)

K6 は元山の沢およびその周辺の林道に認められ、はぽ南北に連続分布する。

K6 は淡灰色~白色の石英安山岩質粗粒凝灰岩よりなる。塊状を呈し、石英がめ

だつことが特徴である。元山の沢では 12-13m の層厚を有する。

<KJ)

K7 は藻笹川本流と上鴻之舞左沢川との合流点付近に分布する石英安山岩質軽

石凝灰岩・粗~細粒凝灰岩をいう。本層は K4 の上位に位置することから K6' こ相

当する可能性があるが K6 とは分布も離れており その関係は不明であるので、

一応 K7 として取り扱う。また、藻瞳川最上流左支流にも K7 と同様の岩相の軽石

凝灰岩が分布する。 K7 の層厚は藻笹川本流では 120m 程度である。

一方、上古丹川最上流と上古丹十四号川左支流には、層厚 6-7m の石英安

山岩質軽石凝灰岩が 2 ヶ所に別れて分布する。凝灰岩は淡緑色葉片状の軽石に

より構成され、部分的に基質が組粒凝灰岩より構成される。また、火山喋が卓

越する部分では頁岩・砂岩などの異質角礎や円礁が多数含有きれる。これらの

凝灰岩は K4 の上位に位置し、岩相上も K7 に相当するものと考えられる。

v.2. 3 層序関係
鴻之舞層は本図幅地域の新第三系最下位の地層である。白亜紀堆積岩類(日

高累層群)を不整合におおっている。また、前述の花岡岩類との直接の関係は

不明であるが、本層基底の礎岩中から花商岩類の礁が認められることから、不

整合関係と判断される なお、藻鑑川以西や松田の沢川では下部層が下位を不

整合におおうのに対して、伊奈牛川流域では上部層が白亜系を不整合におおう。

下部層と白亜系の不整合関係を直接観察できるのは上鴻之舞西方支流と上古丹

川最上流部である。

V. 2. 4 産出化石と時代

鴻之舞層は放散虫化石・植物化石および動物化石を産する。

Thecosρhaera miocenica, Cyrtocapsellajaponica, Pleetopyravnissp. などの

放散虫化石が下部層および上部層から産出し、これらのうち 1日1-1 日3M a の生存

期間を示すときれる Cyrtl ωOCIωαp戸sella αf戸Uρomlωuιλ\H うX沼JS(υJN & WICK, 1982) は下部層
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頁岩中から産出した。

植物化石は松田の沢川の下部層基底部から Salix sp., Taxocliumsp. ，が産

出した。また、鈴木(1 967) は鴻之舞層上部から Fagus antipo/i, Gly戸tost­

robus europaeus, Metasequoia occidentalis, Zelkovaungeri, Castanω mz­

omollissima などを報告し、このうち Fagus ant伊o/i は西南北海道の中新世

前~中期の台島型植物群・阿仁合型植物群において顕著な種であることを指摘

した。

大型動物化石は Macoma sp., Teredosp., Chlamysd. swijtii, Portlandiaｭ

sp., Natica?sp., Dentaliumsp. , Lucinaacutilineata, Propeamussiumsp. ,

Periplomasp. ，などを産出する(竹内， 1942; 岡田， 1954; 通産省， 1969) 。

その他、小魚の歯の化石や魚鱗化石が認められる。

以上の産出化石のうち放散虫化石から鴻之舞層下部層の堆積時代は中期中新

世中頃 (11-13Ma) と考えられる。また 輿水・金(1 986 )は鴻之舞層中の i疑

灰角喋岩のフィッショントラック年代が上記の放散虫化石の年代よりやや古い

13.8Ma としている。

V. 3 藻別層 (M) (再定義)

前述のように鴻之舞層の再定義により、通産省 (1969) の鴻之舞層上部層を

藻別層と呼ぶ。なお、高橋ほか(1936) ・竹内(1942) の“モベツ層群"には

本報告の鴻之舞層が多く含まれていることから、藻別層として再定義する。

藻別層の模式地は上モベツ川上流およびその支流である。

本層は本図幅地域北東部の上モベツ川から富美にかけての地域と北西部の白

樺峠周辺、西部地区の藻瞳川と上古丹川に挟まれた稜線地域および若咲内地域

に分布する。

本図幅地域北東部では流紋岩溶岩・石英安山岩溶岩を主とするが、他の地区

では陸上で噴火・堆積した酸性火砕岩類よりなる。 今回の調査で下位の鴻之

舞層と大規模な不整合関係であり、かつ、この不整合を境にその堆積環境が海

域から陸域へ急変したことは、本地域における中期中新世の造構史を考える上

で最も重要な事実である。

本層を岩相とその分布から、上モベツ流紋岩溶岩部層・富美石英安山岩部層
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-シブノツナイ火砕岩部層・上古丹四号川喋岩部層および白樺峠火砕岩部層に

区分した。

V. 3. 1 上モベツ流紋岩溶岩部層 (Mr. Mp. Md)

上モベツ川上流域には黒曜石・真珠岩・流紋岩の各溶岩が広く分布する。こ

れらの溶岩類は上原峠北方にまで、広がっている。また、富美西方の支流の沢川

にも分布する(第 26図)。

上モベツ川上流域では基底部に層厚 3m 前後の喋岩層を伴い、その上位に黒

曜石および真珠岩溶岩が重なる。基底部の喋岩は細喋岩と凝灰質組粒砂岩の互

層よりなる。礁は円礁を主とし、その喋種は頁岩・砂岩・凝灰岩など多種類で

ある。

黒曜石・真珠岩は黒色~暗灰色を呈し、黒雲母がよくめだっ。新鮮な部分

では黒色の黒曜石が多いが、 灰色に近い部分では真珠岩構造を有し、 水和層

の発達が認められる。これらの溶岩は塊状を呈する部分や発泡孔や流理構造の

発達した部分が認められる。流理構造が発達する部分では真珠岩と流紋岩や石

英安山岩の数 mm- 数em単位の互層部が認められる。黒曜石は鏡下では斑状構造

を呈し、斑晶鉱物は主として石英(長径 0.2-1.5mm) ・斜長石(長径 0.2-0.7

mm) ・黒雲母(長径 0.2-0.4mm) よりなり、稀に赤褐色角閃石やアノーソクレ

ースが認められる(第 27 図)。石基は火山方、ラスを主とし、晶子を多く含有する。

また、部分的に認められる石英安山岩は斜長石(長径 0.3-2.5mm) と石英(長

径0.2-0.4mm) を斑晶として含有し、石基は変質した火山方、ラス・斜長石・輝

石よりなる。これら黒曜石溶岩の上位には変質した球頼流紋岩や塊状の流紋岩

第27 図 藻別層黒曜石の顕微鏡写真

(上モベツ川上流)

横幅は 3mm(平行ニコル)
Bi 黒雲母、 Q: 石英、

P 1 斜長石
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が重なる。

上モベツ川東方支流では下位より真珠岩溶岩・流紋岩溶岩が重なる。真珠岩

溶岩は流理構造や真珠岩構造の発達が著しいが、上モベツ川や本流部と異なり、

斑晶鉱物を全く含有しない。上記の流紋岩溶岩は下部で黒雲母斑品(直径0.2

-0.7mm) がめだち、流理構造が発達している。斑品鉱物は他に石英(長径0.2

-2.0mm) ・斜長石(長径0.2-2.0mm) よりなり、稀に赤褐色角閃石を含有する。

また、石基は全般に変質していることが多い。上部では変質した球頼流紋岩や

流理の発達した流紋岩溶岩が多い。支流の沢川では流紋岩溶岩のみが分布する。

これらの溶岩類は全層厚350m に達するが、各フローユニットの細分は困難で、

ある。しかし、上モベツ川上流および支流では黒曜石・真珠岩中に数mの流紋

岩・石英安山岩溶岩が介在したり、黒雲母・角閃石凝灰岩の局部的な介在があ

るなど、溶岩流の流出は繰り返し行われたものと考えられる。
ふみ

V. 3. 2 富美石英安山岩部層 (M Fd ・ M Ft)

本部層はフミ川中流域のフミ}I I と支流の沢川の合流点付近に分布する。主に、

石英安山岩溶岩と同質の火山角喋岩・凝灰角礎岩よりなる。溶岩は塊状である

が、部分的に自破砕化し、末端部では弱い流理構造が認められる。全般に新鮮

で、暗灰色を呈することが多いが、風化部や弱い熱水変質作用を受けた部分で

は、淡褐色または縁色を呈している。 火山角喋岩・凝灰角喋岩はいずれも喋

径 2 -60cm の角喋より構成され、 喋のほとんどが溶岩と同質の石英安山岩よ

りなる。堆積構造は全く認められないが、各火山岩類の重なりから下位より溶

岩・火山角喋岩および凝灰角磯岩・溶岩の順に重なっている。 これらの上位に

はシブノツナイ火砕岩部層の軽石凝灰岩や組粒凝灰岩や社名淵層が重なる。ま

た、 本部層の下限は断層関係で白亜系と接するため不明であるが、 富美北方

に分布するシブノツナイ火砕岩部層および流紋岩溶岩との位置関係から本部層

は藻別層の基底部をなすものと考えられる。本部層中の溶岩および石英安山岩

は斑状構造を呈し、斑品鉱物として石英(長径 0.2 - 2.5mm) ・斜長石(長径

0.2-2.0mm) ・単斜輝石(長径0.2- 1. 0mm) ・斜方輝石(長径0.2- 1. 5mm) を主

とし、稀に黒雲母(長径0.2mm) を産する。石基は一般にガラス質で斜長石と輝

石を少量含有する(第28図)。また、斑品として部分的に緑色角閃石・斜方輝石

・単斜輝石・斜長石より構成される部分があるが、この部分では石基に緑色角
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第28図 藻別層富美石英安山岩の顕微

鏡写真(フミ川)横幅は 3mm
cpx 単斜輝石、 PI: 斜

長石、 Q: 石英

閃石(長径o .1-0.2mm) を含有する。本層の層厚は 120m 以上である。

V. 3. 3 シブノツナイ火砕岩部層 (M t)

本部層は「上渚滑」図幅内のシブノツナイ川流域に模式的に分布し、その南

方延長部として本図幅北西部に分布する。富美西部および手ぬぐい山北方では

富美石英安山岩部層をおおって分布し、 主に流紋岩質~石英安山岩質軽石凝

灰岩・粗粒凝灰岩よりなる。一般に塊状で淡緑色を呈し、やや粘土化変質を受

けている。

シブノツナイ川最上流および支流の沢川上流部では流紋岩溶岩の上位に重な

り、軽石凝灰岩・粗粒凝灰岩・火山喋凝灰岩よりなる。また、部分的に砂岩や

シルト岩を介在し、植物化石の破片を含有する。この部分では層理やラミナが
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観察される。

上原峠では流紋岩溶岩の下位に分布し、主に流紋岩質凝灰角喋岩よりなる。

この地区では珪化変質作用を受けている。

一方、本図幅地域南部の若咲内地区では白亜系を不整合におおって分布する

(浦島・庄谷， 1964)。本地区では下位より喋岩・砂岩・凝灰岩・凝灰角喋岩・

溶岩・凝灰角磯岩~火山角礎岩が重なる(第29図)。その岩質は石英安山岩質で

あるの

日m

第30図 藻別層基底の不整合露頭のスケッチ

(湧別川若咲内地区)

基底部は第30図に示したように中~細礁からなる円喋岩層が白亜系を不整合

におおっている。礁は最下部ではやや不淘汰で、その基質は砂岩よりなる。喋

岩の上部では粗粒砂岩に移化し、その上位には細粒凝灰岩~粗粒凝灰岩および

凝灰角喋岩が重なる。

上記の火砕岩層はいずれも熱水変質作用を受け、白色~淡緑色を呈する。火

砕岩中の石英安山岩礁は鏡下では斑状組織を呈し、斑晶鉱物は斜長石(長径0.2

-2.5mm) ・単斜輝石(長径0.2-0.8mm) ・斜方輝石(長径0.2-0.9mm) と少量

の不透明鉱物よりなる。斜長石斑晶は変質作用から免れていることが多いが、

有色鉱物はいずれも緑泥石に変質し、その形態から部分的に判断きれるに過ぎ
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ない。石基はガラスに乏しく、斜長石・斜方輝石・単斜輝石が多い。本層の層

厚は 150m以上である。

V. 3. 4 上古丹四号川礁岩部層 (Me)

本部層は上古丹四号川中流域に模式的に分布する。この他、本図幅地域北西

部の藻別層基底部および上古丹十四号川最上流部・上古丹川最上流部に分布す

る(第31 図)。

上古丹四号川では中~大磯岩層を主として、部分的に粗粒砂岩層・細喋岩層

を介在する。礁は白亜系から由来した砂岩・泥岩を主とし、いずれも円喋より

なる。淘汰は不良で、層理は認められない。

上古丹四号川支流では細~中礁を主とする礁岩が広〈分布し、その特徴は亜

角~角喋よりなること、また、基質に乏しく部分的に白亜系の破砕部との区別

がつかない部分があることである。これらの不淘汰な喋岩層中には細喋岩層お

よび粗~極粗粒砂岩層を介在することがある。礁は白亜系から由来した頁岩・

砂岩よりなる。

本部層は北部の立牛二線沢川最上流部では喋岩層を伴わず、中粒砂岩と砂岩

泥岩互層および泥岩シルト岩よりなる。

以上の層厚は最大50 -60m である。

なお、上古丹川最上流部・上古丹十四号川およびその支流では主に細喋岩お

よび粗粒砂岩よりなる。全体に塊状を呈するが、上方にむかつてラミナが発達

する部分が認められる。喋は白亜系の砂岩・頁岩を主とし、いずれも円喋より

なる。磯岩中には酸性凝灰岩の薄層を介在することがある。また、部分的に粗

粒砂岩を介在する。層厚は20-130m である。

V. 3. 5 白樺峠火砕岩部層 (Mw)

本部層は本図幅地域北西部の立牛岳周辺および西部の上古丹川上流域に分布

する。模式的に発達する白樺峠付近では石英安山岩質、一部流紋岩質溶結凝灰

岩および軽石凝灰岩よりなり、全般に塊状を呈する。

クチャンナイ川西方支流では軽石凝灰岩を主とし、部分的に溶結凝灰岩・砂

岩・シルト岩を介在する。クチャンナイ右沢川上流部では軽石凝灰岩・溶結凝

灰岩よりなり、軽石凝灰岩中には白亜系から由来した円喋を多数含有し、部分

的に一見礁岩状を呈する部分がある。

つ
白RU



立牛二線沢川最上流部では軽石凝灰岩・凝灰角礎岩を主とし、部分的に溶結

凝灰岩を介在する。

上記の j容結凝灰岩は上古丹九号川北支流から白樺峠およびその北方の立牛二

線沢川にかけて溶結構造が強く、その東方のクチャンナイ川西支流でやや弱い

傾向がある。その層厚も同様の傾向にある。本質レンズはガラスを主とし、少

量の斜長石を含むものの全般的に斑晶鉱物に乏しい。基質には石英(長径0.2­

1.5mm) ・斜長石(長径 0.2-1.2mm) に富む(第 32 図)。本質レンズの溶結度が強

い場合には本質レンズは石英に富むことがあるが、それ以外の場合は石英を含

まないことが多いことから 石英は周辺部からの捕獲結晶と考えられる。

第32 図 白樺峠火砕岩部層中の j容結説

灰岩の顕微境写真。

横幅は 3mmo(平行ニコルl

w: 本質レンズ、 P 1 斜長

石、 Q: 石英(平行ニコル)

軽石凝灰岩のうち異質岩片に乏しい部分では軽石とこれを埋める基質中の繊

維状ガラスと石英(長径0.2-0.5mm) および少量の斜長石(長径0.2mm) よりな

る。

本地区での露出の状態から、溶結凝灰岩・軽石凝灰岩のフローユニットにつ

いて野外で細分することは困難である。また、上記の含有鉱物および異質岩片

の状態の検討から、本地区の火砕岩は、周辺から岩片を取り込む量に乏しい状

態で噴火・流下した部分と異質岩片の取り込み量の多い部分とが認められる。

白樺峠付近での本部層の層厚はほぼ60-130m +と算定される。

一方、上古丹川最上流から笹ノ沢にかけて分布する本部層は、石英安山岩質、

一部流紋岩質軽石凝灰岩・火山喋凝灰岩・粗~細粒凝灰岩よりなる。これらの

火砕岩類はいずれも異質岩片に富み、細粒部では再堆積したと考えられる部分

が認められる。

-53-



V. 3. 6 層序関係

藻別層は白亜系および、鴻之舞層を不整合におおう。白亜系を不整合におおう

のは本図幅地域北西部の白樺峠西部および北西部と図幅南部の若咲内地区(第

30図)である。鴻之舞層下部層を不整合におおうのは、上古丹九号川上流および

藻瞳川上鴻之舞西方支流である。鴻之舞層上部を不整合におおうのは、クチャ

ンナイ川流域・上古丹川最上流・笹ノ沢および上原峠付近である。

V. 3. 1 産出化石と時代

本図幅地域北東部のシブノツナイ火砕岩部層上部の説灰質砂岩・シルト岩か

ら植物化石が発見された。しかし、破片であるため鑑定に耐えない。

本層は陸成層であるため化石による時代決定は困難で、あるが、層位関係から

中期中新世の鴻之舞層を不整合におおい、後述の後期中新世の社名淵層により

不整合におおわれることから本層の堆積時代は中新世の中期と後期の境界付近

と考えられる。

なお、輿水・金(1987)は本図幅地域内から採取した流紋岩のフィッション

トラック年代が12.0Ma と報告している。これは本報告の藻別層に相当する可能

性がある。

とめおか

V. 4 留岡層 CTt・ Tb ・ Tm)

留岡層は本図幅地域東縁部から東隣の「遠軽」図幅地域にかけて分布する玄

武岩質火砕岩層について命名した。

本層は社名淵川下流の見晴から留岡にかけて模式的に分布する。下位より玄

武岩質火砕岩層・泥岩層・玄武岩質火砕岩層よりなる(第33図)。このうち本図

幅では泥岩層と上位の玄武岩質火砕岩層が分布するので、これについて述べる。

泥岩層は留岡から北部の開盛・南の沢川にかけて分布する。留岡では泥岩中

に砂岩層や凝灰岩層が介在し、ラミナや層理の発達が良い。また、砂岩は全般

に淘汰不良で、、白亜系に由来する頁岩や砂岩、さらに玄武岩の礁を多数含有す

る。開盛および南の沢川ではやや硬質の泥岩が分布する。

上部の玄武岩質火砕岩層では火山角喋岩・凝灰角礎岩・火山際凝灰岩・粗~

細粒凝灰岩よりなる。 溶岩は見晴付近では塊状部が多いが、その他の地区では

自破砕状を呈するか、または長径20-50cm大のピローを含む。これらの溶岩は
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変質し、赤褐色を呈することが多く、多孔質である。塊状部および自破砕状部

では一部弱い流理構造が認められるところがある。

火山角喋岩・凝灰角喋岩は塊状を呈し、主として径 1 -10cmの玄武岩の角喋

より構成きれ、基質は玄武岩質火山方、ラス細片よりなる。異質岩片はほとんど

含まれず、 火山方、ラスおよび角礁周辺部のガラス質部の形態から、 これらの

火砕岩はハイアロクラスタイトと判断される。また、留岡西部ではこれら説灰

角喋岩中に円礁を含有する部分が認められ、この部分では層理が発達すること

異質礁を含有すること、基質が火山喋サイズの円喋を含む玄武岩礁からなるこ

とから、エピクラスティック火山角喋岩と考えられる。

火山喋凝灰岩は凝灰角喋岩中に頻繁に介在きれるほか、留岡層中に最も多い

岩相である。火山礁は玄武岩を主とし、スコリアを多く含有する。凝灰角喋岩

と同様にハイアロクラスタイトの部分とエピクラスタイトの部分とが認められ

る。

粗~細粒凝灰岩は層理の発達が良く、一部スコリア凝灰岩を介在する。また、

凝灰質砂岩(エピクラスティック砂岩)を介在することも多い。

鏡下では玄武岩はかんらん石斑品に富む斑状組織を呈する。かんらん石斑品

は長径o .2- 1. 3mmで、多くは新鮮で、あるが、一部はイデイングサイト化してい

る。石基はインターサータル組織を呈し、かんらん石・単斜輝石・斜長石・不

透明鉱物からなる。ガラスの量は少ないが、ガラスがサポナイトに交代きれて

いることが多い。本層の層厚は580m以上であるの

〔層位関係および対比〕 本層は「遠軽」図幅地域で、白亜系を不整合におお

い、社名淵層により不整合におおわれている。鴻之舞層・藻別層との直接の関係

は不明である。本層が海成層である証拠はなく、最上部では陸域で堆積したと

判断されること、玄武岩質の火山活動であること、また、南の沢川北方の藻別

層と近接する関係から、本層は藻別層相当層、または、その上位層と考えられ

る。

〔化石〕 発見されていない。

V. 5 社名淵層( S) (再定義)

社名淵層は高橋ほか(1 936) により“社名淵層群"として定義され、竹内(1 942)
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石英安山岩質(一部流紋岩質)

細粒~組粒凝灰岩

石英安山岩質(一部流紋岩質)

軽石凝灰岩

石英安山岩質(一部流紋岩質)
凝灰角磯岩

石英安山岩質火山角磯岩

岩

流紋岩質凝灰角磯岩~火山角磯岩

真珠岩質火山喋凝灰岩

真珠岩溶岩

安山岩質火山磯凝灰岩
(ハイアロクラスタイトを含む)

安山岩質凝灰角磯岩
(ハイアロクラスタイトを含む)

安山岩溶岩

玄武岩質凝灰角磯岩~火山礁凝灰岩
(ハイアロクラスタイトを含む)

玄武岩溶岩
(塊状溶岩・自破砕状溶岩・枕状湾岩など)

岩砂

砂岩泥岩互層

社名淵層の各個柱状図(フミ川流域)
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-浦島ほか(1953) ・通産省 (1969) などにより踏襲きれてきた。本報告では

鴻之舞層・藻別層と同様に層群から累層と変更する。なお、社名淵層の細分に

ついては従来と層位上異なる点が多く、新らたに下部層・中部層・上部層に細

分し、さらに各部層中の岩相毎に命名した。社名淵層の模式地は遠軽町社名淵

川流域である。以下に各部層・岩相毎に述べる。

V. 5. 1 下部層

下部層はその主体をなす朝日の沢川砂岩礁岩層とこれに介在きれるフミ川泥

岩からなり、主に水中(湖沼)で堆積した堆積物である。

〈朝日の沢川砂岩礁岩層> (SAc)

本層は社名淵川上流域の河床や北側山腹斜面に模式的に分布する。礎岩は全

般に円磨度の良い、細~中喋岩層よりなる。喋の淘汰は良く、塊状を呈する部

分では堆積構造が認められないことが多い。喋は白亜系から由来した頁岩・泥

岩、鴻之舞層や藻別層から由来した安山岩・凝灰岩・玄武岩・真珠岩・黒曜石

・流紋岩などで、いずれも変質した喋が多い。喋岩は基質に乏しい場合が多い

が、中喋岩では長径 o .5- 1. 0mm 大の発泡した軽石が喋聞を充填していることが

ある。また、細磯岩から粗粒砂岩では軽石(長径 O.5mm 大)と凝灰質中~細粒砂

が粒聞を充填している。細喋岩より粒径が小きくなると斜交ラミナ・平行ラミ

ナの発達が認められ、部分的に礎岩中に粗~中粒砂岩層が介在されることがあ

る。喋岩は全般にルーズで、くずれ易いが、朝日の沢川では部分的に粒間にメ

ノウの生成などにより惣結している部分が認められる。

社名淵川北部から上富美にかけては、社名淵川流域と同様の喋岩が分布して

いる(第 34 図)。上富美地区では細礎岩および粗粒砂岩が多く分布し、社名淵川

流域と異なり塊状を呈する部分は少なく、斜交ラミナの発達がよい。また、喋

種も藻別層起源、の流紋岩・石英安山岩・ J疑灰岩が多い。粗~極組粒砂岩は斜交

ラミナ・平行ラミナの発達が良〈、基質は全般に凝灰質で、ルーズである。

なお、上富美南東部に分布する本層のうち、後述のフミ川泥岩と谷本川火砕

岩にはさまれた部分では他の地区とやや岩相の異なる喋岩が分布する。その岩

相は中喋岩を主とし、やや淘放の悪い亜円~亜角喋よりなる。礁は流紋岩・安

山岩・凝灰岩が多いが、一部に角喋からなる火山岩片に富む部分が認められる。

堆積構造は全体に認められないが、一部に弱い平行ラミナが発達する。これら
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のやや淘汰不良の喋岩の上位には細~中磯岩層が重なり 粗粒砂岩層と一部てい

互層状を呈し、斜交ラミナが発達する。

白龍川下流では本層基底部の中磯~大磯岩が観察きれる。喋種は流紋岩・安

山岩を主とする。礁は全体に亜角~角礎で不淘汰である。

朝日の沢川砂岩礁岩中には後述するようにフミ川泥岩を介在するが、他に泥

岩・シルト岩・砂岩などからなる数em単位の薄層が介在きれる。これらの泥岩

中には多数の植物化石が産出する。

朝日の沢川砂岩礁岩はフミ川泥岩を含めて最大200m の層厚がある。

〈フミ川泥岩> (SFm)

フミ川泥岩はフミ川上流の上富美地区河床で模式的に分布する。フミ川河床

では細礎岩層の上位にシルト岩と砂岩の細互層(l .5-2.5m) 、泥岩およびシル

ト岩 (2-4m) 、シルト岩と砂岩の細互層 (3-7m) が重なる。

下部のシルト岩と砂岩の細互層は平行ラミナの発達するシルト岩中に数 mm­

数em 単位の中粒砂岩の薄層が介在し、砂岩およびシルト岩中の淘 j対立不良であ

る。また、基底部には部分的にラミナの発達した中粒砂岩が主体の部分がある。

砂岩中には植物化石の細片が多く含有されている。

下部のシルト岩と砂岩の細互層はフミ川西方林道沿いでは、シルト岩と細粒

砂岩および細粒凝灰岩の細互層からなる。

中部の泥岩およびシルト岩は塊状の泥岩と平行ラミナの発達したシルト岩の

不規則互層からなる。泥岩・シルト岩は側方への岩相変化が顕著で、泥岩と細

~中粒砂岩の互層部(l 0-30em) が発達する部分が認められる。この部分では

ー単層が 2 -5emの層厚をなし、下位より砂岩層が粗粒から細粒へ級化構造を

なし、最上部でシルト岩が重なる。この岩相を呈する部分では後述のように植

物化石に富み、砂岩中では植物化石の細片が、シルト岩中およびシルトと細粒

砂岩の境界部には保存の良い植物化石が含有きれている。

上部のシルト岩と砂岩の細互層はシルト岩中に細~粗粒砂岩が 1- 2mm単位

で介在し、部分的に細粒凝灰岩を介在する。また、上限付近では層厚 I-2m

の組粒凝灰岩と軽石凝灰岩の細互層が介在されている。

朝日の沢川東方の沢では平行ラミナの発達した灰~褐色シルトが主体の部分

と、灰~褐色シルト岩中に中~細粒砂岩の薄層( 2-3em) が介在きれた細互
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層を呈する部分とがある。互層部では炭質物を多数含有する。上限付近ではシ

ルト岩中に細粒~中粒凝灰岩が多数介在している。
はくや

その他、朝日の沢川西部や伯谷川下流や伯谷川西方の沢にシルト岩と砂岩の

細互層が分布している。

本層の層厚は 1 -10m で、地区によって変化に富む。

V. 5. 2 中部層

中部層は酸性の火砕岩層(手ぬぐい山火砕岩・上富美火砕岩・若松火砕岩)

を主体とし、これに玄武岩質火砕岩(隠沢玄武岩) ・安山岩質火砕岩(栄野安

山岩)を介在する。これらの火砕岩類は浅い水域で堆積した部分と、陸域で堆

積した部分とがある。

〈手ぬぐい山火砕岩> (STt, STp)

手ぬぐい山火砕岩は真珠岩溶岩と同質の凝灰角喋岩・火山喋凝灰岩・組~細

粒凝灰岩よりなる。分布はフミ川中流の上富美北方および手ぬぐい山周辺であ

る。

手ぬぐい山付近では藻別層の富美石英安山岩部層を本層基底部の政岩層(層

厚 2 m+) が不整合におおっている(第 35 図)。喋岩は細~大喋岩で円磨度は良い。

喋層は斜交ラミナが発達するほか、弱いインブリケーションを示す。喋岩中に

は凝灰質粗粒砂岩を介在する。喋岩の上位には真珠岩質火山礎凝灰岩・粗粒凝

3m

(喋)

細~大磯(円磯)

。

不整合面

第35図社名淵層基底の不整合露頭

(手ぬぐい山林道)
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灰岩および極粗粒~中粒砂岩が重なり、砂岩中には部分的に細喋岩および極粗

粒砂岩のレンズ (lX6m) を介在することがある。真珠岩質火山礎凝灰岩・

凝灰角礁岩は淡褐色~淡緑灰色塊状を呈し、不規則な形態を示す真珠岩岩片の

みからなる。真珠岩岩片は径 1 -10cmの大きさで、灰緑色・暗灰色・白色を呈

し、溶岩に近い部分や新鮮な部分では淡灰色~暗灰色を呈する。これらの真珠

岩質火砕岩はァゲラス質で細片化している部分が多いことから水冷破砕を受けて

いるものと思われる。

真珠岩溶岩は火砕岩の上位に重なり、手ぬぐい山西方の町営牧場付近に広〈

分布する。真珠岩は灰色を呈し、流理構造が発達している。流理構造は幅 1 ｭ

3mm単位で、不規則な形態を示し、部分的に厚き 1 -5mmの流紋岩を介在する。

真珠岩は方、ラスのみから構成され、斑品鉱物を含まない。ただし、真珠岩の破

砕部や凝灰岩中には破片状の斜長石や石英を含有する。支流の沢川河床で上記

の真珠岩の延長部が藻別層シブノツナイ凝灰岩および上モベツ流紋岩を貫入し

ていることから、この地区が火道部と考えられる。

手ぬぐい山火砕岩は最大150m に達し、共栄の沢川で次に述べる上富美火砕岩

と指交関係にある。

〈上富美火砕岩> (SUt)

上富美火砕岩は上富美およびその東方に分布し、石英安山岩質凝灰角喋岩・

火山角喋岩・軽石質凝灰角礎岩よりなる。凝灰角喋岩は長径 2-7cm の石英安山

岩・真珠岩の角礁を王とし、基質は火山カマスと軽石細片よりなる。火山角喋

岩・軽石凝灰岩は組粒凝灰岩と互層をなすことが多く、全体にルーズである。

凝灰角喋岩は特徴的に複輝石石英安山岩の礁を含有する他、玄武岩・安山岩・

溶結凝灰岩の喋を含有する。基質は発泡した火山方、ラスと石英・斜長石・軽石

よりなる。

上富美火砕岩の層厚は最大 80m である。

〈若松火砕岩> (SWd , SWt , SWp, SWr)

若松火砕岩は若松および社名淵南部に模式的に分布し、流紋岩、一部石英安

山岩質軽石凝灰岩・粗~細粒凝灰岩を主とし、流紋岩溶岩・凝灰角喋岩を介在
きよかわ のがみ

する。分布は上富美・社名淵・白龍・若松・清川西部・カクレ沢川および野上

南部である(第 36 図)。
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軽石凝灰岩・粗~細粒凝灰岩は淡黄灰色を呈し、全体にルーズである。軽石

は長径 1 -3mmで、発泡が良〈、くずれ易い。火山岩片は石英安山岩や安山岩

の細片(長径 1 -5mm) と真珠岩(長径0.5- 1. 5cm) からなり、部分的に軽石

まじり火山磯凝灰岩を介在する。基質は軽石の細片や火山カラスを主とし、角

閃石がめだつことが多い。

カクレ沢川上流や清川では細粒凝灰岩とシルト岩・細粒砂岩の互層部が介在

する。

流紋岩溶岩・凝灰角礎岩は上記の軽石凝灰岩・細~組粒凝灰岩中に介在され、

各地に分布する。カクレ沢川上流右斜面には黒雲母・角閃石石英安山岩溶岩が

分布する。

若松南部には層厚10mの真珠岩質軽石まじり凝灰角喋岩をはきみ、上下に真

珠岩質軽石凝灰岩が分布する(第37図)。全層厚は30m以上である。火山岩片はす

べて真珠岩よりなり 軽石は長径 1 -20cm大で、発泡が良い。上記の軽石凝灰岩

は上部で粗粒凝灰岩を介在する。これらは軽石流堆積物と考えられる。
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第37図 社名淵層若松火砕岩中の軽石

流堆積物の柱状図(若松南部)
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社名淵南部の南の沢川流域では流紋岩溶岩と同質の凝灰角磯岩・火山角喋岩

が分布する。流紋岩溶岩は淡褐灰色で流理構造が発達し、斜長石斑晶がめだっ

他に、単斜輝石・斜方輝石・不透明鉱物を含有する。石基はガラスと斜長石ラ

スよりなる。一部の斑品中に有色鉱物に富み、石英安山岩質と考えられるとこ

ろがある。凝灰角礎岩・火山角喋岩は長径 1-6 em大の流紋岩角礁を主とし、基

質には発泡した軽石を多数含有する。上部では真珠岩岩片を含有する火山角喋

岩からなる。また、南の沢川西方の259m ピークの山頂では黒雲母・斜長石斑晶

のめだっ石英安山岩溶岩が分布する。

社名淵川上流部では真珠岩(石英安山岩質)溶岩とその前後に同質火山角

礎岩が分布する。溶岩は黒雲母がめだっ真珠岩よりなる。 火山角磯岩は長径

2-60em の黒雲母真珠岩の角礁を主とし、 基質の火山方、ラスは粘土化してい

る。 また、火山角喋岩中には石英安山岩の巨大ブロック( 5m大)が含有き

れる。

白龍東方の386.1m ピーク付近には流理構造の発達した、斜長石に富む流紋岩

溶岩が分布する。

上富美南西部の林道沿いには灰~暗灰色真珠岩溶岩が分布する。真珠岩溶岩

は発泡が良く、真珠岩構造が発達し、流理に沿ってくずれ易い。この溶岩中に

は火山角喋岩が介在する。

なお、清川西方には、淡灰色の凝灰質シルト岩を介在する。

本層基底部のうち鴻之舞層を直接不整合におおう瀬戸瀬付近には礎岩・砂岩

が分布する。喋岩は層厚 4mで、径 5 -60emの円喋よりなる。喋種はチャート

・頁岩・砂岩・流紋岩・石英安山岩よりなり、基質は砂質である。砂岩層は層

厚 5m でラミナの発達する凝灰質粗粒砂岩よりなる。喋岩は瀬戸瀬夕、、ムの下流

側で、鴻之舞層の安山岩質ハイアロクラスタイトを不整合におおっている。野上

付近には安山岩に貫入された喋岩が分布する。

若松火砕岩の層厚は50-160m である。
かくれざわ

〈隠沢玄武岩> (SKb, SKt)

隠沢には若松火砕岩中に挟在きれて玄武岩類(隠沢玄武岩)が分布する。

カクレ沢川下流域および山腹斜面において分布する玄武岩類は 3 枚の玄武岩

溶岩とその前後に伴われる火砕岩類より構成される(第 38 図)。下部の溶岩は暗
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灰色塊状である。この溶岩の上位には層厚約20emの玄武岩質火山喋凝灰岩が重

なる。火山礎凝灰岩はスコリア質で やや多孔質である。溶岩の上面との接触

面は不規則て\溶岩急冷縁にその上面に薄く堆積したものと考えられる。この

上位には層厚約 Sm の石英安山岩質疑灰角喋岩・火山喋凝灰岩(若松火砕岩)

をはさんで玄武岩質凝灰角喋岩と中部の玄武岩溶岩が重なる(第39図)。この玄

武岩質凝灰角喋岩は径 1 -Sem(最大 10em) の玄武岩岩片を主とし、基質にス

コリアおよびスコリア質凝灰岩が充填している。玄武岩岩片は多孔質で、一部

に径 30-50em 大の角喋を含有するピロープレッチャーよりなる。また、基底部

には軽石や異質岩片を含有する。中部の溶岩は暗灰色塊状で、その層厚は最大

/
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第39 図

社名淵層隠沢玄武岩基底部のスケッチ

(カクレ沢川下流採石場跡)

12-13m である。 溶岩はカクレ沢川河床および左岸にのみ分布し、その延長距

離は 700m である。

上部の玄武岩溶岩は柱状節理が発達し、部分的に塊状を呈する。その層厚は

18-20m であるが、その中に凝灰角喋岩を局部的に介在する。

上部の溶岩の上位の火砕岩は凝灰角礎岩を主とし、多孔質で最上部にはスコ

リアに富む部分が多い n

これらの玄武岩はかんらん石 (0.3 -1.5rnrn) と斜長石( 0.3-1.2rnrn)斑品の

多い斑状組織を呈し、少量の破片状の石英 (0.3-0. 8rnrn) を含有する。他に、

単斜輝石・斜方輝石斑品( 0.1-0.2rnrn)を含む。石基は斜長石・単斜輝石・斜

方輝石・不透明鉱物とカヲスよりなる。全体に新鮮で、ある(第 40 図)。

隠沢玄武岩はカクレ沢川以外にはカクレ沢川北東部の山腹および清川北部(

一部「遠軽」図幅)に分布する。清 III 北部では道路沿いに観察され、主に玄武
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第40図 隠沢玄武岩の顕微鏡写真

横幅は 3mm(平行ニコル)

oI かんらん石、 PI

・斜長石

岩質火山角磯岩・凝灰角礎岩を主とする。一部にフ*口、ソク状溶岩や火山弾を含有

するが、これらの火砕岩は水冷破砕を受けており、かつ、水域で堆積した石英安

山岩質凝灰岩・砂岩を介在していることから 浅い水域での堆積物と考えられる。

隠沢玄武岩はカクレ沢川で、は最大70m で、清川地区で、は最大60m である。
きかえの

く栄野安山岩) (SSa, SSt)

栄野安山岩は栄野北側に分布する安山岩溶岩と野上~清川およびスキー場入

り口に分布する安山岩質火砕岩をいう。

栄野北側の安山岩溶岩は最大層厚 70m に達し、柱状節理の発達が良い。この

溶岩は若松火砕岩の軽石質火山喋凝灰岩・細粒凝灰岩の上に重なり、基質に厚

き 5 -20cm の急冷方、ラス層が形成している。また、基底部では安山岩の径 2­

30cm の角喋およびピローを含有する最大層厚 I.5cm の Zone が認められ、溶岩基底

部が水冷破砕を受けたものと判断きれる(第 41 図)。

宮山雀賓ハイアロクラスタイト

鳴誠司 E泣崎港場
(大きい栓狭節理)

第41 図 社名淵層栄野安山岩基底部のスケッチ

(湧別川瀬戸瀬ダム北方の崖)
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第42図栄野安山岩の顕微鏡写真。

横幅は 3mm(クロスニコル)
cpx 単斜輝石、 P 1 斜

長石

安山岩は鏡下ではハイアロピリティック組織を呈し、斜長石 (0.1-O.5mm)

・単斜輝石・斜方輝石( 0.1-0.3mm)および、不透明鉱物の斑晶を有する。石基

は褐色カラスに富み、斜長石・単斜輝石・斜方輝石・不透明鉱物よりなる(第

42 図)。

野上~清川では灰~褐灰色~淡灰色安山岩質火山喋凝灰岩カ t分布する。火山

喋凝灰岩は径 1- 3cm 大の火山喋を主として、一部では多孔質なラピりーストー

ン状になる。また、軽石を含有し、一部で軽石層と互層状を呈する。清川西方

て、、は最大層厚 80m であるが、スキー場入り口では約 15m である。

V. 5. 3 上部層

上部層は谷本川火砕岩・南ノ沢玄武岩・千代田玄武岩・三沢川流紋岩・二林

班川玄武岩・背谷牛山安山岩からなり、主に陸域で噴火・堆積した火山岩類よ

り構成きれる。

〈谷本川火砕岩> (SMt , SMw)

谷本川火砕岩は本図幅地域東部に分布し、谷本川流域や社名淵川中流域で模

式的に観察される。主として石英安山岩質火砕岩類より構成きれる。火砕岩類

は凝灰角喋岩・火山角喋岩・火山喋凝灰岩・溶結 iU: 灰若よりなる n 本火砕岩類

の主体をなす凝灰角礎岩は径 1 -6emの各種火山岩片より構成され、基質は火

山ガラスが溶脱し、多孔質な岩相を呈し、斜長石・石英・黒雲母を有する。凝

灰角礎岩中には火山際凝灰岩を部分的に介在する。火山岩片は斜長石に富む、

石英安山岩を主とし、他に溶結凝灰岩を含む。また、白亜系から由来した砂岩

や頁岩も含有される。

i容結凝灰岩は見晴峠付近の凝灰角喋岩の基底部に分布し、その層厚は 5 -10
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m である。溶結凝灰岩中の本質レンズは 1 X5mm- 5x30em と変化に富むが、

全般に力、ラス質である。本質レンズは鏡下ではかラス質で、少量の斜長石を含

有する。しかし、基質ガラス中には斜長石・石英・黒雲母を多数含有する。含

有岩片は 1 -5emの安山岩・石英安山岩・流紋岩が主で、白亜系から由来した

砂岩や頁岩も含有する(第43図)。

谷本川火砕岩の全層厚は150m に達する。

第43図 谷本川火砕岩中の j容結凝灰手

の顕微鏡写真。

横幅は 3 mm (平行ニコル)

w: 本質レンズ、 Q: 石英、

PI 斜長石

く南ノ沢玄武岩> (SMb)

富美の南ノ沢南西部には白亜系と留岡層を不整合におおって玄武岩溶岩(南

ノ沢玄武岩)が分布する。この玄武岩は東隣の「遠軽」図幅地域にまで、広がっ

ている。

南の沢川から西方に至る林道沿いでは玄武岩溶岩の基底を構成する喋岩が留

岡層の灰~淡灰色泥岩を不整合におおっている{第 44 図)。礎岩は 3m の層厚を有し、

5m

第44図 社名淵層南の沢玄武岩基底部のスケッチ

(南の沢西方の林道)
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円磨度の良い大~中礁から構成きれ、 際種は凝灰岩・流紋岩・玄武岩を主と

する。基質は凝灰質細~中粒砂岩と j尼質物質よりなり、泥流状堆積物と考えら

れる。喋岩の上位には玄武岩溶岩と玄武岩質火山喋凝灰岩が繰り返し重なる。

溶岩は柱状節理の発達した部分とかラス質部分および多孔質な部分とがある。

鏡下ではインターグラニュラー組織を示し、斜長石 (0.2-0.4mm) ・単斜輝

石 (0.1-O.3mm) ・かんらん石 (0.1-0.6mm) の斑晶鉱物が多い。また、少量

の斜方輝石と石英斑晶を含有する。石基は方、ラスに乏しく、斜長石・単斜輝石

・斜方輝石-不透明鉱物よりなる。

火山際凝灰岩は径 1 -3em大の玄武岩岩片を主とし、スコリア質である。ま

た、ラピリーストーンやスコリア凝灰岩も認められる。また、火山喋凝灰岩中

には玄武岩の円喋と凝灰質物質から構成きれる泥流堆積物を介在する。

南ノ沢玄武岩の全層厚は60-70m である。

〈千代田玄武岩> (STb)

社名淵西方の千代田牧場には、玄武岩の岩塊が広く分布している。これらの

うち千代田牧場には玄武岩の地山の露出は認められず いずれも 1~4m 大の

岩塊が地表をおおっている。その分布から本地区は玄武岩溶岩台地を形成して

いると判断されてきた(高橋ほか， 1936 ・通産省， 1968 など)。本報告において

も軽石や地表部に点在する岩塊の分布から、千代田牧場付近に玄武岩台地が存

在すると判断し、これを千代田玄武岩と呼称する。

なお、若咲内北方の山頂部付近では千代田玄武岩の延長と考えられる玄武岩

溶岩の小規模な露出が認められる。

鏡下では斜長石・かんらん石 (0.2-0.7mm) 斑晶に富み、石基はやや完品質

である。石基中の含有鉱物は斜長石・単斜輝石と少量のかんらん石と不透明鉱

物よりなる。
みさ tつがわ

〈三沢川流紋岩> (SSr)

本図幅地域南東部の野上南方には若松火砕岩の上位に流紋岩溶岩(三沢川流

紋岩)が重なる。三沢川流紋岩は三沢川・二林班川およびスキー場付近に分布

する流理の発達した流紋岩で少量の斜長石・石英を含有する。流理は各地点で

著しく変化に富む。

く二林班川玄武岩> (SNb)
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二林班川玄武岩は三沢川流紋岩の上位に重なる。分布範囲は狭いが、社名淵

層中に他の玄武岩とは岩相を異にしている。鏡下ではかんらん石(0.1-1.Omm)

と斜長石 (0.2-0.7mm) 斑品が斑状組織を呈する。石基はインターグラニュラー

組織を示し、斜長石・単斜輝石・かんらん石・不透明鉱物よりなる。
せたにうしやま

く背谷牛山安山岩> (STa)

二林班川玄武岩あるいは三沢川流紋岩の上位に重なる安山岩類は野地ほか(

1967) による背谷牛山安山岩に連続する。安山岩溶岩を主とし、主にスキー場

付近の山頂部に認められる。溶岩は塊状部、平板状節理の発達した部分、自破

砕状部(一部火山角礎岩)などからなる。鏡下ではピロタキシティック組織を

呈し、斑品鉱物は斜長石 (0.1- O.3mm) ・単斜輝石 (0.05-0 .2mm) ・斜方輝石

(0.05-0.2mm) よりなる。石基は 0.05mm 以下の斜長石のラスが流理方向に配列

し、カラス中に O.Olmm 以下の微粒な不透明鉱物とマイクロライトが散点する。

くその他の玄武岩類〉

社名淵層に含まれる小規模な玄武岩溶岩は図幅東部に点在する。その地点は

Oxides 2 3 4

SiO. 49.17 49.15 50.09 50.81
TiO. 1.46 1.09 1.53 1.46
AhO. 16.14 15.06 16.82 15.90
Fe.O. 2.04 4.92 2.63 3.46
FeO 7.41 6.22 7.01 7.57
HnO 0.11 0.20 0.11 0.10
Hg() 7.29 6.98 6.20 5.70
CaD 9.53 10.47 8.88 9.91
Na.O 3.34 2.81 3.43 3.00
K.O 0.58 0.36 0.66 0.40
P.O, 0.25 0.21 0.24 0.15
H.O(+) 0.75 1.59 I.lO 0.28
H.O( ー) 1.19 1.01 0.88 0.91

Total 99.26 100.43 99.58 99.62

Nor 回tive

ainerals
。 I.78 2.68
Or 3.45 2.17 3.89 2.39
Ab 28.27 23.74 28.29 25.36
An 27.29 27.36 28.52 28.69
¥10 7.74 9.76 5.90 8.18
Di En 4.76 6.69 3.61 4.Jll
Fs 2.52 2.27 1.95 2.96

4.97 10.76 9.93 9.44
2.64 3.67 5.36 5.78
5.98 1.37
3.48 0.82

Ht 2.96 7.15 3.80 5.01
11 2.78 2.07 2.90 2.78
Ap 0.59 0.50 0.57 0.37

第 7 表 社名淵層中のかんらん石玄

武岩の全岩主化学組成 (OBA

1975)

1.上富美， 2. 社名湖西方， 3. 社名湖西方， 4. 上原峠南方

-72-



富美北方の437.3m ピーク付近、支流の沢川南部の山頂部、留岡北方の370.0m

ピーク付近、白龍北方、上原峠南方などである。これらの玄武岩はいずれもか

んらん石斑晶の目立つ玄武岩である。

以上の玄武岩については GSA (1975) により岩石化学的研究が行われ、第 7

V. 5. 4

社名淵層は白亜系・鴻之舞層・藻別層・留岡層のいずれとも不整合関係にある。

白亜系を直接不整合におおう地点は東隣の「遠軽」図幅地域内で観察される。

瀬戸瀬夕、ム付近(第45図)・伊奈牛川文流・白龍川では鴻之舞層を、富美地区

表に示したような全岩主化学組成が得られている。

層序関係

細磯岩
凝灰質砂岩

(ラミナ発達)

鴻之舞層工IE 社 名 淵 層
(上部層) I (中部層・若松火砕岩基底部)

|不整合薗

L 中~大磯岩
、、 I(直角~角喋)

安山岩質火山角磯岩

~凝灰角喋岩
(ハイアロクラスタイト)

、『九品、湧男IJJII

救

世

橋 細喋岩(円喋)

粗粒砂岩

50m 組粒凝灰岩¥
ι圃ー...J.

社名淵層基底部の不整合露頭のスケッチ

(湧別川瀬戸瀬ダム下流)

。

第45図

では藻別層を不整合におおう。社名淵川下流域や南の沢川では留岡層を不整合

におおっ。

産出化石と時代55.V

社名淵層からは竹内(1942 )・ T ANAl (1 96 1)により多数の植物化石(社名

淵植物化石群)の報告がある(第 8 表)。また、今回フミ川中流域で採取した植

物化石は第 9 表のとおりである。

一方、通産省(1 969 )はフミ川上流および社名淵川南支流から第 10表に示し

た珪藻化石を報告した。
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化石名 1 2 3 4

Fagusintermedia •F.palaeocrenata •F.japonica •F.protojaponiω •Juglanssp. •J.japonica •Hicro~les alnifolia •Styraxobassia •Salixsp. •Ulmussp. •Hagnoliasp. •Vitislabruscafossilis •Populussp. •Thujanipponica •Gryptostrobuseuropaeus •Hetasequoiaoccidentalis •Sequoiaoffinis •Pterocaryanipponica •Alunusprotohirsuta •Betulaonbaraensis •B.protoerllJanni •B.protoJdobispi回 •CarpinusJ/Iiocellica •C.stenophylla •C.subcordata •C.subyedoensis •Castenea.iocrenata •Celtisnathorsti •C.nordenskioldii •CercidiphyllulIIcrenatum •Liriodendronhonshuensis •Sassafrasyabei •Sorbusnipponica •Prunusprotossiori •AcerpalacodiaboliculII •A.palacorufinerve •A.protojaponiculIJ •A.subpictuJlI •Tiliaprotojaponica •Pa1iurusnipponicus •StewartiasnblllOnadelpha •J{olopanuxacerifoliulII •Clethraefl ・ . barbinervis •
1.フミ川上流. 2. 社名淵川南の川，

3. 社名淵川佐坂農場ノ択， 4. 遠軽付近
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化石(竹内， 1942

TANAI , 1961)



1. BetulalI io 回xi~~icziana Endo

2. B.sp.cf.onbaraensisTanal&Onoe
3. FagusprotojaponicaTanai
4. SalixparasachalinensisTanai&N.Suzuki
5. Acersp.cfr.protojaponicllllTanal&Onoe
6. A.subcarpinifoliu.Tanai

7. Alunussp.
(鑑定掴井敏雄)

イh 石 名 1 2

Helosiraitaliea •H.granulat.3 •H.granu1ataval'.lIIuzzanensis •H.varians •H.distans •Eunotiarobusta •E.pectinalisvar.minor •Synedraulna ••Achnantheslanceo1ata ••GOllphone.aclevei ••G.parvo1ulI •CYllbel1aasper ••C.sinuata •C.ventricosa •Naviculaperegrina ••N.hasta •N.exigue •Ca10nelsbacl11ull1 ••Fragi1arlacapucinavar.mesolepta••F.bfevistriata •Cocconeisplatentulavar.lineata •Pirnularialeptosolla •Cyc10tellasp. •Dia印刷 hie回1e ••Tetracyc1use回rginatus •Rhopalodlagibba ••
1. フミ )111::流， 2. 社名淵川南側

第 9 表 上富美地区のフミ川河床

の社名淵層から産出した

植物化石

第10表 社名淵層産珪藻化石

(通産省、 1969)

これらの化石から社名淵層は淡水域で堆積したものと判断され、 TANAI(l 961)

はその時代を後期中新世とした。

V. 6 貫入岩

本図幅地域には多数の貫入岩が分布する。各岩体について以下に述べる。
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V. 6. 1 玄武岩( b)

<bI> 社名淵川流域およびつミ川に分布し、社名淵層および藻別層中に貫

入している小規模な岩体である。各岩体のうち見晴地区とフミ川下流の岩体は

NE-SW方向の貫入方向を示すが、他の岩体は一定の貫入方向を示さず、ド

ーム状構造を呈している。玄武岩は斜長石(0.2-0.8mm)が斑状構造を呈し、

かんらん石または単斜輝石 (0.2-0. 3mm) の微斑品を伴う。石基はいずれの岩

体でもかラスに乏しく、斜長石のラスが主で単斜輝石と少量の不透明鉱物より

なる。

<b2> 白樺峠西方に分布し、藻別層中に貫入している。斑晶鉱物は斜長石

(0.2-0.7m) ・単斜輝石 (0.2-0.5mm) と少量の斜方輝石 (0.2-0 .4mm) と不

透明鉱物を含む。石基はピロタキシティック組織を呈し、カ、、ラスに乏しく、主

に斜長石・単斜輝石・不透明鉱物よりなる。鉱物はいずれも新鮮で、あるが、火

山 7f ラスはサポナイト化していることが多い。

本岩は Fe-Mg 鉱物の量が多いことやみかけの岩相から玄武岩としたが、化学

組成上は基性安山岩に含まれる可能性がある。

V. 6. 2 安山岩( a)

安山岩は本図幅地域で最も多い貫入岩である。その岩質からむからむに区

分きれる。主な貫入方向は NE-SW-NNE-SSW系が最も多く、その他、

N-S 系 ·NE-SE 系がある。

<aI> al は安山岩の貫入岩の中で最も多い岩質である。 al に属する岩体で

最も大きい岩体は金八峠北方の岩体、次いで上鴻之舞左沢川上流や旧鴻之舞鉱
くちゃんない

山倶知安内第二・第三鉱床付近の岩体である。他は小規模な岩体で、主に本図

幅西半部や湧別川流域に分布する。

al の斑品鉱物は斜長石( 0.3-2.Omm)・単斜輝石 (0 、 2- 1. 0mm) ・斜方輝石(

0.2- 1. 0mm) と少量の不透明鉱物よりなる。各斑品鉱物の量比は各岩体毎に異

なるが、いずれも斜長石に富み、斑状構造を呈している。また、斜長石一輝石

の集斑晶も多く認められる。石基は斜長石が主で少量の単斜輝石・斜方輝石・

不透明鉱物とカ、、ラスよりなるが、カ、、ラスの量比により組織がハイアロピリティ

ック組織からピロタキシティック組織に変化する。変質作用は各岩体により異

なるが、旧鴻之舞鉱山周辺部では緑泥岩ーサポナイト一方解石が生成している。
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<a2> 立牛岳北西部に分布する岩体で、最大幅 1 km、延長 7 kmで、岩体の伸

長方向は NW-SE方向に達する。藻別層中に貫入している。 azは斜長石(0.5

-2.5mm) ・石英(1.0-3.Omm)斑晶が斑状組織をなす特徴的な岩相を呈する。

斑品鉱物は他に単斜輝石 (0.2-0.8mm) と斜方埠石 (0.2-0.5mm) と不透明鉱

物( 0.2-O.7mm) を伴う。石基は完品質で、斜長石・単斜輝石・斜方輝石・磁

鉄鉱が充填している。輝石と力、ラスの一部はサボナイトに交代されている。

<a3> a3 はクチャンナイ川西方などの各地点で認められるガラス質安山岩

である。斑晶に乏しく、 0.05-0.3mm 大の斜長石と極少量の単斜輝石 (0.05-0.1

mm) の微斑品を有し、石基は微小斜長石のラスが主で、少量の単斜輝石を含有

する。

v.6. 3 石英安山岩( d)

石英安山岩は安山岩に次いで多い貫入岩である。岩質から dl ・ dz' d3 に区分

される。このうち dlが最も多い。これらの貫入岩体は一部でNW-SE 系の貫

入方向、または伸長方向を示すが、多くの場合、不規則不定形をなし、特定の

貫入方向を示さないことが多い。

く d I> dl は本図幅地域西半部に広く分布し 白亜系や鴻之舞層・藻別層中

に貫入している。石英 (0.5-2.5mm) ・斜長石 (0.2- 1. 5mm) 斑晶が斑状組織

を呈し、一部石英助岩様を呈する。斑品鉱物として他に少量の輝石 (0.2-0.3

mm) を含有することがある。石基は石英・斜長石の微結晶と少量のか、ラスより

なるが、多くの場合粘土鉱物により交代されている。
きん l ;fち

<d2> むは伊奈川流域や金八峠付近に分布する。白亜系および鴻之舞層

中に貫入している。石英(0.5-3.Omm)が斑状組織を呈し、斜長石・アノーソ

クレース( 0.5-2.5mm)および少量の黒雲母を含有することが特徴である。石

基は石英・斜長石の微結晶を多く含む。石基カマスは粘土鉱物により交代され

ていることが多い。

<d3> d3 はフミ川流域や社名淵北方および伊奈牛川北方に広く分布し、藻

別層・社名淵層中に貫入している。本岩は斜長石 (0.3- 2.5mm) が斑状組織を

呈し、石英斑晶 (0.2-0.4mm) に乏しいことが特徴である。石基はガラスに富

み、少量の斜長石のうスや不透明鉱物を含有する。

V. 6. 4 流紋岩( r)

一 77-



流紋岩岩体は NE-SW系およびNNE-SSW系の貫入方向を示す狭長な

岩体が多いが、一部に円形~不規則不定形を呈する岩体もある。岩質から n­

r4に区分きれる。いずれも社名淵層まで貫入している。

<rI> nは流理構造の顕著な岩相を呈し、斜長石 (0.2-0.4mm) と少量の

石英( 0.2-0.3mm)斑晶よりなる。石基はもともとガラス質であったと考えら

れるが、現在はほとんど二次石英やカルセドニーに交代されている。

<r2> r2 はカ、、ラス質流紋岩、または黒曜石である。含有斑品鉱物は斜長石

(0.2-0.5mm) と少量の石英( 0.2-0.4mm)と極少量の斜方輝石 (0. 1-O.2mm)

である。石基はガラスよりなり、少量の晶子を含有する。

く r 3> r3 は若咲内や白樺峠西方に分布するアノーソクレース・黒雲母流紋

岩である。斑晶鉱物は石英 (0.3-1.5mm) ・斜長石 (0.3 -1.2mm) ・黒雲母(

0.2-0.8mm) に富み、少量のアノーソクレース( 0.3-1.Omm)を含む。石基は

石英・斜長石・アノーソクレース・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱およびガラス

よりなる(第 46 図)。若咲内の r3 岩脈については、大町(1 945) ・勝井(1 955 )により

詳細に記載され、第 11 表のような化学組成が示された。

Wt% Norm

Si02 72.28 Q 32.8
Ti02 0.19 Or 22.8
Ah03 14.32 Ab 28.8
Fe203 1.47 An 9.2
FeO 0.98 C 1.1
MnO 0.03 En 1.8
HgO 0.72 Fs 0.4
CaO 1.82 阿t 2.1
Na20 3.38 Il 0.3
K20 3.81
P20s 0.06
H20(+) 0.62
HzO( 一) 0.36

Total 100.04

第 11 表 アノーソクレース黒雲母

流紋岩岩脈の全岩主化学

組成(勝井、 1955)

<r4> 倶知安内川流域には斜長石(0.1-O.3mm) と少量のアノーソクレー

ス( 0.1-0.2mm)斑品を含有する流紋岩が分布する。石基は斜長石・アノーソ
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クレースおよびトリディマイトを含み、石基ガラスの多くはカルセドニーや粘

土鉱物に交代されている。この岩体は浦島・勝井 (1956) により石英斑晶を含

まない斜長流紋岩として記載された。

第46図 アノーソクレース黒雲母流紋

岩貫入岩の顕微鏡写真。横幅は

3mm(若咲内)(クロスニコル)

Q: 石英、 PI 斜長石、

Bi 黒雲母

v. 7 地質構造
本図幅地域の新第三系はいくつかのNNE-SSV系の断層により規制され

て発達している(第47図) 以下に、断層系とそれぞれの地区毎の新第三系の構

造について述べる。

V. 7. 1 断層系

断層系は NNE-SSW 系または NE-SW の断層が多数発達し、これに N

NW-SSE-NW-SE 系の断層が付随している。これらのうち主な断層に

ついて述べる。

五号断層(高橋ほか， 1936)

旧鴻之舞鉱山五号脈の南東縁に沿って発達し、北は五号脈が藻瞳川と交差す

る部分で八号断層と接し、南はクチャンナイ川上流域から上古丹九号川へと続

く、 NE-SW 系の断層である。断層面は藻瞳川河床および上古丹九号川北支

流の林道沿いで観察きれ、南東落ち 80-90° の正断層である。この断層は上古丹

九号川北支流域では白亜系と新第三系が接するため、両者の直線的境界からも

断層の認定が容易である。断層の垂直変移量は最大 500m 前後である。なお、高

橋ほか(1 936) による五号断層とクチャンナイ断層は倶知安内 5 号鉱床中央部

付近でほぼ連続することから、これらを一括して五号断層と呼んだ。
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上古丹断層(新称)

クチャンナイ川上流域で五号断層と接し、その南方延長は上古丹九号川上流

域・上古丹十四号川上流および上古丹川上流に連続する、 NNE-SSW系の

走向を示す断層である。上古丹川上流域を除いてはいずれの地点でも白亜系と

新第三系とが接している。断層面は上古丹九号川上流および上古丹十四号川上

流で観察きれ、断層面の走向と傾斜は各地点で変化するが、主として N25-50

E , 65-70E で、東落ちの正断層である。断層の垂直変移量は500m以上下ある。

八号断層(高橋ほか， 1936)

旧鴻之舞鉱山北方の藻魁川沿いから八号脈付近の沢沿いを経て、上鴻之舞左

沢川および笹ノ沢から上古丹川上流に連続する、 N-S 系-NNE-SSW 系

の断層である。地層の走向と傾斜の変化や地層の分布から西側落ちの正断層と

判断される。断層面は直接観察きれないが、藻笹川左岸や八号脈分布域の支沢

では断層付近で幅 1 m前後の破砕帯が発達する。断層の変移量は 400m 以上で

ある。

上鴻之舞断層(新称)

北は南鴻林道の沢から藻鑑川右岸沿いを経て 松田の沢北方にいたる NNE

-SSW系の断層である。地質の分布から西落ちの正断層である。金八峠西方

の支沢では鴻之舞層下部層の頁岩層と上層部の泥岩誕灰岩互層がこの断層を境

に接している。断層の垂直変移量は最大200m前後である。

金八峠断層(新称)

金八峠付近に分布するNE-SW系の断層である。北は白龍まで、南は前田

の沢川上流まで連続する。金八峠北東部では鴻之舞層上部層基底の喋岩と安山

岩貫入岩および泥岩が接している。北西落ちの正断層である。断層の垂直変移

量は100-200m と推定される。

前田の沢川断層(新称)

金八峠断層と平行して走る北西落ちの正断層である。前田の沢川では白亜系

と鴻之舞層下部層および上部層が接している。断層の垂直変移量は200m前後

である。

モベツ)11断層(高橋ほか. 1936) ,

上モベツ川左岸沿いに分布する東落ちの正断層で、その走向はほぼN-S性
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である υ 断層による変移量は北部の「一卜渚滑」関幅地域で大きいハ断層の垂直

変移量は本図幅地域内ではlOO-150m であり、北方にむかつて増大する。

富美断層(新称)

フミ川を横断して、北部の熊の沢から「湧別」図幅に連続する、ほぼNNE

-SSW-N-S 系の西落ちの正断層である。フミ川北方の山腹斜面では白亜

系と藻別層の境界域が断層破砕帯をはきんで接している。断層の垂直変移量は

150m 以上と推定きれる。

その他の断層

その他の断層として若咲内北方のNNW-SSE 系およびNE-SW系の 2

つの断層である。前者は白亜系と藻別層がこの断層により接しているが、断層

北西側の鴻之舞層が断層南東側に分布せず、また、藻別層の分布がこの断層の

南東に限られている。同様に後者の断層も鴻之舞層・藻別層の分布域を隔して

いることから、これらの断層の発生時期は藻別層の堆積盆地の発生と関係があ

るものと考えられる。

一方、白龍の東および西側では 2 本の NE-SW系の断層が推定され、これ

らの断層にはさまれ白龍地区は小規模な沈降域となっている。

V. 7. 2 各地区毎の地層の構造

五号断層の北西側では鴻之舞層上部層と藻別層が分布している。いずれも 20

-35°Nの傾斜していることが多いが、立牛岳北西部でその逆の構造があること

から、立牛f告を中心とした緩い盆状構造が推定される。

上古丹断層と金八峠断層の間では両断層にはさまれた地溝状の構造を鴻之舞

層ド部層と上部層が広く覆っている。この地区は西側に古い地層が分布し、東

側に新しい地層が重なる形態を示し、前述の多数の断層により鴻之舞層下部層

の露出が局部的となっている。断層にはさまれた地区では緩い摺曲構造を示し、

NE-SW系の向斜軸および背斜軸が発達する。それぞれの軸長は1- 1. 5km て。

ある。

金八峠断層およびモベツ川断層の東側では緩傾斜の盆状構造を示し、西側に

鴻之舞層上部層や藻別層が、東側に白亜系や留岡層が分布し、この間を社名淵

層が埋積している。社名淵層は 5 -15
0

の東傾斜を示すが、上富美地区と社名淵

地区では社名淵層堆積時の盆地の構造に規制されている。

円
60
0



V. 第四系

本図幅地域では第四系の分布は狭く、白龍層・第二溶結凝灰岩・段丘堆積物

沖積層などわずかに分布している。なお、他に斜面堆積物・扇状地堆積物・

地すべり堆積物が分布するが、地質図には示きず、第 1 図に記した。

VI. 1 白龍層 (SR) (新称)

白龍の土取り場には社名淵層を不整合におおう砂喋層(白龍層)が露出して

いる(第48図・第49図)。白龍層が観察されるのはこの露頭だけである。この露

頭では軽石質粗粒凝灰岩・火山喋凝灰岩・凝灰質砂岩からなる社名淵層(若松

火砕岩)の上位に白龍層の中~細喋層および、砂層が重なっている。

これらの砂磯層は 3 つのユニットに分けられる。下部をなす細喋層は露頭東

細~中磯層

粗粒砂層

5m
粗粒疑灰岩 円
軽石質火山喋凝灰岩τ

凝灰質砂岩

第48図 白龍層基底部の不整合露頭のスケッチ(白龍地区)

第49図 白龍層の露頭写真(白龍地区)
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側に分布し、喋は径 1 -3emの円喋を主とする。喋層の基質は粗粒砂より構成

され、弱い斜交ラミナが発達している。

中部を構成する礎層は下部の喋層と斜交関係で接し、主に細喋から極粗粒砂

からなる。礁は砂層中のラミナに沿って配列している。

上部を構成する砂礎層は基底部に喋が濃集し その上位に砂層が重なる。

礁は中~細粒の円喋より構成され、露頭西側の部分で社名淵層をおおい、また、

窪地では礁が埋積している。砂層は中~粗粒砂よりなり、下半分で斜交ラミナ

が、上半分で平行ラミナが発達している。

白龍層中の喋の種類は藻別層・社名淵層から由来した各種火山岩類である。

不整合におおわれる社名淵層の凝灰質砂岩のうち不整合面に近い部分では生

痕化石や生物の活動によると考えられる砂粒の擾乱構造が観察きれる。生痕化

石は半径 3 -4emのパイプ状部が水平に延び、その中を砂やシルトが充填して

いる。この生痕化石は不整合面に近い部分に多いことや他の地区の社名淵層に

生痕化石が認められないことから、白龍層堆積時のものと考えられる。

白龍層の層厚は 8m+ である。

VI. 2 第二溶結凝灰岩 (w) (野地ほか， 1967)

瀬戸瀬西町南側の山地には白亜系を不整合におおう溶結凝灰岩が分布する。

溶結凝灰岩は淡紫灰色塊状を呈する。岩質は流紋岩質で、石英・斜長石・輝石斑

晶を主とし、基質は火山方、ラスと少量の細粒結晶片よりなる。肉眼で観察され

る程度の本質レンズはなく、基質のかラスが微細な溶結構造を示す程度である。

この溶結凝灰岩は岩相・岩質および分布から野地ほか(1 96 7)の第二溶結凝

灰岩に相当する。

VI. 3 河岸段丘堆積物 (t·tl- t3)

段丘面は I の項で述べたように、湧別川流域や社名淵川流域でt1- t3の各面

が発達し、その他の河川でも未区分の面が発達している。これらの段丘面は河

岸段丘堆積物によりおおわれ、主として中~大喋とこれを充填する粘土質物質

よりなる。各面毎の堆積物の差異は少ないが、一般的傾向として 11面ほど粘土

質物質が多い。

に
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羽. 4 斜面堆積物

斜面堆積物は、 I の項で述べたように、湧別川流域では t 1面の高位1~U に発達

することが多い。堆積物は中~大礁を含有するが、一般に粘土質物質からなる。

この斜面堆積物と t 1面を形成する堆積物との新旧関係は不明である。社名淵川

流域およびフミ川流域の斜面堆積物は大~巨礁とこれを充填する粘土質物質よ

りなるが、その層厚は平均 2-3m前後と推定きれる。

VI. 5 扇状地堆積物

扇状地堆積物は扇状地地形を形成している中で瀬戸瀬川下流でのみ観察され

るが、斜面堆積物とほぼ、同様の岩相を呈するため地形区分以外に区別する根拠

はない。

N. 6 地すべり堆積物

地すべり堆積物は前田の沢川・白龍川流域で観察きれる。前田の沢川では白

亜系から由来した地すべり土塊が左岸沿い斜面に不規則に分布している。白龍

川流域では鴻之舞層の泥岩層が一部層面すべり状に移動し、それらの上位、ま

たはブロック聞に玄武岩や流紋岩などの岩塊が散点している。

羽. 7 沖積層

沖積層は現河床堆積物からなる。主に湧別川などの河川沿いに分布し、小~

大礁を含む砂喋層よりなる。社名淵川・フミ川などでは局部的に発達し、 1­

2mの層厚で、シルト~粘土および砂層の不規則互層よりなり、部分的に暗灰

色粘土が小規模な範囲に限って分布する。

VII. 応用地質

本地域内にはかつて東洋一の金山と言われた旧鴻之舞鉱山や銅・鉛・亜鉛鉱

床の旧北見鉱山などが分布し、北海道東北部地域の中でも、とくに鉱産資源の

豊富な地域である。鴻之舞鉱山は昭和48年に、北見鉱山は昭和38年に閉山した

が、閉山にいたるまでの長い期間にわたって多くの調査・研究が進められた。

その他、上富美地区の“黒鉱鉱床"や清川地区の向野上鉱床が分布する。
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四· 1 金・銀

VI. 1. 1 鴻之舞鉱山(高橋ほか， 1936;高島， 1949;浦島， 1951.1953.

1954;近藤・浦島， 1963; 近藤ほか， 1967;通産省， 1969; 住友金属鉱山株式

会社， 1981)

位置 紋別市南部の藻瞳川中流域および遠軽町西部白龍川上流域に位置する。

沿革 大正 4 年(1 915) に元山本鉱床発見後、大正 6 年(1 917) に住友本社

が買収し、大正 8 年(1 919 )に操業を開始した。その後、元山第一鉱床(1 929 )、

倶知安内 5 号鉱床(1 931) 、元山第二鉱床 (1934) などの発見により、大規模鉱

山に発展し、その従業員数は 4.650 名に達した。昭和 18 年(1 943 )に操業を中断

したものの、昭和 24 年(1 949 )に操業を再開し、住吉鉱床の発見(1 95 1) ・藤

島鉱床の発見(1 961 )を重ねた。しかし、昭和 38 年(1 963) 以降急速に生産量

が減少し、ついに昭和 48 年(1 973) に閉山した。

鉱床及び鉱石 鴻之舞鉱山は南北約 15km 、東西 7 km の範囲に分布する、多数

の鉱床群を有する(第 12 表・第 50 図)。鉱床は鴻之舞層の頁岩・泥岩・凝灰岩や

既 開 発 平均品位

鉱床名 鉱脈数 走 向 傾斜 平均脈幅

走向延長 傾斜延長 Aug/t Agg/t

王 N80' E 60' S 400. 280. 2.0. 3.1 22

倶仮倶倶倶倶住 知知知知知知安安安安安安内内内肉内内積 23568 坑弓3号手
2 N50' E 45'N 300 ISO 0.5 2.3 82
2 N50・ E 60' N 400 135 2.0 2.1 79
2 N55' E 55・ s 100 50 0.4 2.2 90
2 N70' E 55白 N 2.100 560 10.0 4.2 93
2 N30'E 55' N 300 135 2.5 3.8 44

見一山 本 鉱床号号吉 N35' E 60' N 2,500 350 7.0 2.0 71
N60 ・ E 90' 900 220 8.0 7.8 87

1 N70'W 55・ s 650 275 3.3 2.1 10

元元藤忌一 山山山 第第第 一二烏三
日5 N70'W 85' N 450 190 0.5 3.8 30

N70'W 55' S 700 340 5.0 3.5 30
N70'W 55' S 1.200 180 2.0 1.6 118

網状鉱化体 8 N60・ w 60ｷ ~70 ・ 250 90 15.0 4.8 85
N~S

壷積積鍵鍵高黒金鯛闘白 脅書山山 ノ第第第第 島二一二峰訳竜事竜
1 N35ｷ E N~S 300 60 1.8 0.6 35
2 N60ｷW 65' S 120 100 2.2 2.0 13

N30ｷ E 90ｷ 80 4.0
2 N80ｷW 85' S 500 200 4.5 1.4 28

N65'W 70' S 100 80
3 N45' E 100 、

4 N35・ w 40' S 120 30 1.5 3.2 72
l N80'W 45ｷ N 100 60 50

N85ｷW 60ｷ S 50 0.4
N80ｷ E 65ｷ N 350 50 0.8 1.2 21

ノ訳 N75' E 90' 250 0.2

第12 表 鴻之舞鉱床群の鉱床一覧表(通産省、 1969)
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第50 図 鴻之舞鉱床群の

主要鉱床分布図



藻別層の凝灰岩とこれを貫〈安山岩や石英安山岩中に旺胎する含金銀石英脈で

ある。

主に鉱床は北部より三王鉱床・倶知安内新鉱床・倶知安内二号鉱床・倶知安

内五号鉱床・倶知安内六号鉱床・倶知安内八号鉱床・住吉鉱床・元山本鉱床・

元山第一鉱床・元山第二鉱床・元山第三鉱床・藤島鉱床・積善鉱床・焼山第一

鉱床・焼山第二鉱床・白竜鉱床・黒竜鉱床などである。また、小規模な鉱床と

して熊ノ沢・上ノ沢・関ノ沢・豊島・砂金沢・高峰・金竜などがあり、さらに

これらより派生した鉱脈が多数分布している。

鉱脈は E-W-ENE-WNW系(倶知安内五号鉱床)、 NE-SW系(倶知

安内新鉱床・倶知安内二号鉱床・倶知安内三号鉱床・住吉鉱床など)、 NNE­

SSW系(倶知安内八号鉱床など)および:'NW- SE 系(元山鉱床群・藤島鉱

床など)に配列している。

なお、藤島鉱床は後述するように、一見塊状鉱床の形態をなす。

鉱石鉱物は自然金・自然銀・輝銀鉱・輝安銀鉱・濃紅銀鉱・ポリパサイト・

脆銀鉱・黄銅鉱・四面銅鉱・黄鉄鉱・白鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱よりなり、少

量のセレンを伴う。鉱物の粒度はO ， lmm以下て\部分的に 1 mm内外の粒子を伴う。

また、自然金は O ， lmm 以下の粒子であるが、粘土鉱中では 0 ， 5-1 ， Omm 大の粒子が

認められる。

脈石鉱物は石英・氷長石・方解石・重品石とカオリン・モンモリロナイト・

セリサイト・緑泥岩などの粘土鉱物などよりなる。母岩変質は緑泥石化・珪化

・粘土化・黄鉄鉱化・氷長石化・炭酸塩化を受けている(高島. 1949; 浦島，

1953;近藤・浦島. 1963; 住友金属株式会社. 1981) 。

以下に代表的な鉱床の特徴を述べる。

倶知安内五号鉱床

本鉱床は N70E の主脈が中央部で 2 条に分枝し、上盤脈は E-W 系の走向を、

下盤脈は N80E の走向を示す(第 51 図)。脈の走向延長は 2 ， 100m 、傾斜延長は

560m 、平均脈幅 10m 、平均品位 Au4.2g /t. Ag93g /tで、鴻之舞鉱床群の中で最

大規模の鉱体をなす(住友金属鉱山株式会社. 1981) 。鉱脈は帯状構造をなし、

中央部に銀黒石英帯が、その外側に石英方解石帯または縞状石英帯が、最外殻

には含角礎石英帯が配列する(第 52 図，浦島. 1953)c 鉱脈の主脈および下幣脈
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E340

第51 図 鴻之舞鉱床群

倶知安内 5 号

鉱床 350m L
東部富鉱部平

面図(近藤ほ

か、 1967)

第52図鴻之舞鉱床群

倶知安内 5 号

鉱床270m L

坑道東70番の

鉱脈の延長面

に直角な断面

図(浦島、 1953)

では銀黒石英脈が、また、上盤脈ではカオリン・モンモリロナイトよりなる粘

土化帯が富鉱部をなしている(高島. 1949; 浦島. 1953)。また、主脈から上盤

側に細脈が派生し、これらは雁行状に配列している。本鉱脈は脈幅が最大30m

に達する部分も認められるが、そのうち下盤側では縞状石英や“ボサ石英"(浦

島、 1952; 1954) などの不毛石英や不毛方解石脈から構成きれている。その一

部は藻瞳川河床でも観察きれる(第53図)。

主脈の生成過程について浦島(1953) は初期に石英一方解石帯が形成し、引

き続いて銀黒部が形成した。そして、末期には細脈や品洞部を形成したとした。

また、粘土化部の形成は中~後期と推定きれる。主脈の形成と裂かや断層との

関係について高島(1949)は N lO E と E-Wの 2 系統の断層に沿って主脈が形

第53図 鴻之舞鉱床群倶知安内 5

鉱床南側の鉱脈および珪

化帯からなる崖の写真

(藻瞳川で、旧鴻之舞鉱山

事務所より下流側の地点)
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成し、その後N 50-80E の裂か、または断層が形成したとした。

住吉鉱床

鉱脈は全体の形態はサイモイドループを形成し、 1 脈と 2 脈に分かれている

(第54図)。本鉱脈はAu7.8g!t， Ag87g/t(通産省， 1969) の品位を有し、鴻之舞

鴻之舞鉱床群住吉鉱床170

mL鉱脈図(近藤ほか、

1967)

第54 図
子三点トI I 喚 I ¥¥. :0;;::午~' ~

II

鉱山の鉱床群の中で最も高品位の鉱床である。石英脈は銀黒部やボサ石英から

なるが、高島 (1949) は Decrepitation method により、方解石と共生する石

英は26TC 、銀黒を伴う石英は228°C 、ボサ石英は 132°C の測定温度を得た。

元山鉱床群

元山鉱床群は北部から元山本鉱床・元山第一鉱床・元山第二鉱床・元山第三

鉱床からなり、はぽWNW-ESE から NW-SE系の雁行配列を示す(第55

図)。このうち元山本鉱床は N80W- EWの脈が雁行配列した集合体である。ま

鴻之舞鉱床群元山本鉱床・

・第 I 鉱床170m L 鉱脈図

(近藤ほか、 1967)

第55図

、~一

一

た、元山第一鉱床は典型的な馬尾状構造を形成している。近藤ほか( 1967)によ

ると、元山本鉱床では地表部に二次堆積鉱石があったとされ、可採対象となっ

ていたことから、富鉱部がj支部からさらに上方に連続していたと推定きれた。

本鉱床は 1960年に試錐で発見された唯一の潜頭鉱床であると同時に、以下に

-
E
A
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述べるように鉱床の形態や鉱石の特徴など他の鉱床と異なる点が多い。本鉱床

は E-W系断層に沿った網状脈集合体よりなり、全体として塊状鉱床のような

形態をなしている(第56図)。富鉱部は数ヶの楕円体状部からなり、 ENE-W

swの雁行配列をなしている。また、泥状~砂状粒集合体で、石英・氷長石・

黄鉄鉱からなる黒泥質鉱石を伴う。

sw

Eヨ漉絞岩 I f2ヨ漉紋岩 IT O~ 三-~

亡コ灘灰岩 I 仁コ強珪化岩

EE 流鮫岩質角穣岩恒唖鉱 脈

Eヨ凝灰岩 IT UI ヨ流絞岩質角酬灰岩

第56 図鴻之舞鉱床群藤島鉱床

地質鉱床断面図(近藤

ほか、 1967)

脈石鉱物は石英・氷長石・粘土よりなり、方解石を伴わない。また、粘土は

モンモリロナイトの他にセリサイトを伴うことが特徴である(近藤・浦島， 1963) 。

母岩は他の主要鉱床と異なり主に藻別層の流紋岩質凝灰岩と同質の誕灰角喋

岩からなる。鉱脈はこの凝灰角喋岩中で劣化することから、これが帽岩となっ

たと考えられている(近藤ほか， 1967) 。また、藻別層を母岩とする鉱床は他に

高峰鉱床・積善鉱床である。

生産実積第 13 表に生産実績を示した。

刊. 1. 2 清)11地区
むかしず〉かみ

清川地区には昭和 9 年頃採鉱された向野上鉱床が分布する。本鉱床は社名淵

層の若松火砕岩中に腔胎する鉱脈型金銀鉱床である。北海道石炭鉱業会(1934)

によると、脈の走向と傾斜は N 40E60ー70Wで、脈幅は約90-180cmで、ある。

また、 金・銀の含有量はそれぞれl1g/t， 21g/tであった。本鉱床は探鉱のみで

採掘まで、に至らなかった。
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四. 2 銅・鉛.g[鉛

四. 2. 1 北見鉱山(大町， 1954.1958; 浦島・庄谷， 1964)
かなやま

位置丸瀬布町金山北方から伊奈牛川にかけての地域や金山南方城に分布

する。

沿革住友本社が金銀鉱床の探鉱を実施中、昭和 15 年に 3 号坑付近で銅・

鉛・亜鉛鉱床を発見した。これにより、銅・鉛・亜鉛の採掘が実施きれ、昭和

23 年には鴻之舞鉱業所より分離独立し、別子鉱業株式会社北見鉱業所(伊奈牛

鉱山)となった。

その後、住友金属鉱山株式会社北見鉱業所となり、 採掘を継続したが、昭

和38 年(1 963) に出鉱を停止した。

鉱床及び鉱石 北見鉱山は主に金山北方の南北 3 km 東西 3 km の範囲に分布す

る、多数の鉱床群からなり、一部はその南方にも点在している(第 14 表・第 57

図)。鉱床は白亜系の頁岩・砂岩やこれを貫く石英扮岩・石英閃緑岩など(伊奈

牛完品質岩類) 中に腔胎する浅熱水性裂か充填含銅石英脈である(大町， 19

54) 。

なお、鉱脈は鴻之舞層および藻別層中にも認められる。

主な鉱床は三号鉱床・二号鉱床・西望鉱床・高嶺鉱床で、他に炭焼沢

鉱床・九ノ沢鉱床・山神鉱床・六ノ沢鉱床・滝ノ沢鉱床および向山鉱床が

ある。 一号鉱床および旧二号鉱床は当初金銀鉱床として採掘きれたの 鉱脈は

E-W 系を主として、 NW-SE 系および NE-SW 系を伴い、その傾斜

は 40-80 S である。 富鉱部はこれらの鉱脈の交差部や石英王分岩の岩脈中に多

い傾向がある。 鉱脈中には鉱染状部、網状部、 角喋状部、 輪状部、 塊状部

などがある。

鉱石鉱物は黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱を主とし、一部磁硫鉄鉱を伴

う。これらの鉱石鉱物は各鉱床毎に産出量比に差がある。また、鉱床下部では

輝蒼鉛鉱やキューバ鉱を伴うことがある。脈石鉱物は石英・方解石・縁泥石・

氷長石よりなる。母岩変質は緑泥石化・珪化・炭酸塩化・緑レン石化であるわ

生産実績 第15 表に生産実積を示した。
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鉱 床 名 走 向 傾 斜 走向延長 深 さ 平均脈幅

剛 剛 剛

高嶺鉱床

高嶺鍾 N40~45· W 50ｷ S 200 60 0.60
西望鉱床

S 50V N50~55· E 70ｷ N 100 30 0.30
S200V N65ｷW 50ｷ S 80 45 0.60

337脈脈東西脈 部部
N70-80ｷW 50-60ｷ S 320 150 0.70
N70-80ｷ E 50-60・ s 230 150 0.50
N60~65· W 40~65· S 260 60 0.90

1, 200 V N45~60· W 40~60· S 90 一 0.50
1, 350 V N60ｷW 40-50・ s 120 0.50
1,410 V N50-60ｷW 55-60・ s 50 0.80
1, 440 V N60ｷ E 40ｷ S 50 0.76

3号鉱床

N 50V N80ｷ E-N70ｷW 40-70・ s 900 250 0.70
N300V N65~80· E 60-70・ s 280 210 0.60
N450V N70~80· E 60-70ｷ S 250 150 0.50
N550V N85ｷ E~E W 45-85ｷ S 550 250 0.50
N950V N60ｷ E 80・ N 60 0.20

N1,000V N70ｷ E 80・ s 10 0.15
N1,300V N85ｷ E 60・ s 180 30 0.40
Nl ,550V N85ｷW 80・ s 100 0.60
N1,800V N50ｷW 75ｷN 20 0.20
N1,950V N65ｷE-EW 60ｷ Not'S 180 0.30

S100V N70ｷW 80ｷ S 25 0.30
S200V EW 70ｷ S 30 0.30
S400V N80ｷ E~N80・ w 50-70ｷ S 600 180 0.80
S430V N80ｷE 50-75ｷ S 50 50 0.20
S500V N70ｷ E 70ｷ S 70 0.15

S660V N70ｷ E 70・ s 130 30 0.20
S680V N80ｷ E~N70・ w 70' S 60 30 0.20
S700V N60' E 70' S 90 10 0.20

2号鉱床

2号坑鍾 EW 60'N 300 0.50
N240V N60~80· E 140ｱ 0.5-1.7
S150V

l 号鉱床

130V N70ｷ E 70ｷ N 60 20 0.20
400V EW 90' 100 90 0.70
470V N65ｷ E 70・ N 80 10 0.50

山神鉱床

1 号鍾 N45~60· E 75-80ｷ N 60 0.40
2 号鍾 N70~80· E 75-80ｷ N 90 20 0.90

金山立坑鍾 N45~50· W 60・ s 120 15 0.30

第 14 表北見鉱山鉱脈一覧表(山田、 1963)
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第57図 北見鉱山主要坑道図(山田、 1963)

年
年
年

'
1
0
0
0
o

q
L
q
u
q
u

紙
一
~
~
年
~

，
=
a、
一
“
，

h

。
，u

・
E
A
n，
L
g

同
3
H
'
E
q

，
“
。
，
b

勺
ι
a

倒

産
一
和
和
和
和

生
一
昭
附
昭
附

粗鉱量 (t) 品位(耳) 含有量 (t)

銅鉱 49.523
" 555 ,481
鉛鉱 16 ,666
" 449.464

亜鉛鉱 305 ,300
礎化鉄精鉱量

精量広中含有金量

n 銀量

0.8 413
0.85 4.437
1.4 227
1.8 8 ,775
2.45 6 ,838
68.084 t
25 ,806 g
16 ,124 kg

昭和 22~38 年

昭和 13~16 年

昭和 13~38 年

組鉱品位 Au 5g!t. Ag 40g!t 士
第 15表北見鉱山生産実績表

(地質調査所、 1967)

四. 2. 2 上富美地区

上富美地区の富美鉱山は昭和 6 年の露頭発見後、坑道探鉱が進められ、昭和

14年に 20数 t の採掘・貯鉱がなされ、昭和20年に休山したの昭和23年にその所

有は住友金属鉱山株式会社に移った。

本鉱床は黒鉱鉱床と言われたが、その詳細は不明のままである。山田(1963)
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によると、本鉱床は鴻之舞層の角礎質凝灰岩とこれを貫く流紋岩岩脈に腔胎す

る塊状鉱床であるときれている(第58図)。しかし、本調査の結果この地区に鴻

之舞層の分布は認められず、坑道レベルで記載されている角磯質凝灰岩は社名

断面図

第58図富美鉱山鉱床図(山田、 1963)

淵層、または一部藻別層にあたるものと考えられる。現在、坑道や当時の塊状

鉱石を確認することができないが、坑道南方側に閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱の

鉱染が著しい粘土化岩が認められること、そして、志保井(1953) が指摘した

鉱脈の破砕片としての塊状鉱床と小う見解を考え合わせると、本鉱床は黒鉱鉱

床とは推察しがたい。

地質調査所(1967) によると、鉱石鉱物は黄銅鉱・四面銅鉱・閃亜鉛鉱・方

鉛鉱・黄鉄鉱からなり、脈石鉱物は石英・紫水品・緑泥石・重品石よりなる。

また、鉱石品位の一例として eu 4%, Pb1%, Zn12% , Ag77g/t , S26% と

いう記録がある(地質調査所， 1967)。

四. 3 骨材

本図幅地域に分布する新第三系・第四系はいくつかの地点で骨材として利用

きれている。

新栄野のカクレ沢に分布する社名淵層の隠沢玄武岩の塊状溶岩は骨材として

採石きれている。社名淵層の谷本川火砕岩中の凝灰角礎岩は多孔質で、各地区

で径50-150cm大の丸い転石として散点していることが多い。この地方ではこ

れを庭石や石段などに利用している。

白龍層の砂喋層は山砂利として採掘されたことがある。
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四· 4 温泉および地下水

本図幅地域には温泉の湧出はないが、昭和49年から昭和50年にわたり上湧別

町により温泉を目的としたボーリングが実施されたことがある。ボーリングは

支流の沢川上流部で実施され、深度1 ， OOOm まで掘削された。坑底温度は62°C で

ある。ストレーナーを121m から 863m に設置し、それ以深を裸坑にして、水中

ポンプ (G. L.-115m に設置)により揚水した結果、 25.8°C の温水が 36 リット

ル/分湧出した(上湧別町資料)。しかし 動水位が低いことや泉温が低いこと

などから、使用するまでには至らず 現在廃井となっている。

一方、地下水の利用は湧別川流域で手掘り井戸などで、段丘堆積物中から集

水しているのみである(小原ほか， 1980) 。しかし、社名淵層の砂礎岩層は地下

水の帯水層と考えられることから、今後開発の可能性がある。
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MARUSEPPUHO区UBU

(ABASHIRI-23)

BY

MasahiroYAHATA , JunTAJIKA ,

KunihikoKUROSAWAandTakeoMATSUNAMI

(writtenin1988)

(Abstract)

TheMaruseppuHokubudistrict , oflatitude44ー00'to44ー1ON and

longitude143ー15'to143°30E,islocatedintheeasternpartoftheKitamiMouｭ

ntains , innortheastHokkaido

Geology

ThedistrictiscomposedofCretaceoussedimentaryrock , Neogene

granite rock , Neogenevolcanicandsedime!ltary rock , andQuaternary

weldedtuffandsediments, asshowninFigure1

TheCretaceousSystem

TheCretaceousSysteminthisdistrictiscomposedoftheHidaka

SupergroupintheHidakaBeltandtheYudetsuGroupintheTokoroBelt

HidakaSupergroup

TheHidaka Supergroup, located in the westernandsouthwesｭ

ternpartofthedistrict , ismadeupofsedimentarystratacontainingmainly

sandstone and mudstone , intercalated with acidic tuff, conglomerate,

greenrocks , chartandlimestone.Thegeologicageofthissupergroupas

givenbyradioralian fossils , putsitintheCampanianandMaastrichtian

eras.ThesupergroupisdividedintotheUenkotanComplex, theKamimaru
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ComplexandtheKanayamaComplex.Thesecomplexesarerelatedtoeach

otherviafaultlines

TheUenkotanComplexconsistsmainlyof sandstone, mudstone

and greenrocks , intercalatedwithconglomerateandpebblysandstone

Thethicknessofthecomplexis2,200 metersinthenorthernpartand1,000

metersinthesouthernpart.

TheKamimaruComplexiscomposedofamainpartandapebbly

mudstone part, intercalatedwithsmallamountsofmelange.Themain

partismadeupofsandstone, mudstone , andamixtureofthetwo.Melange

ismadeupofmuddymatrixesandsomeblockscomposedofacidictuff

andchart.Thiscomplexis1,000 metersthick

TheKanayamaComplexconsistsofamainpartandmelange.

Themainpart, upto4,000 metersthick , iscomposedlargelyofsandstone

and mudstone , accompanied by pebbly sandstone , conglomerate and

acidictuff.Themelangeiscomposedofgreenrocks, chart , acidic tuff,

sandstone , andmudstone , aswellassmallblocksoflimestone.

YubetsuGroup

TheYubetsuGroupoccursatthenortheastcornerofthedistrict ,

andiscomposedmainlyofmudstone , intercalatedwithalternatelayers

ofsandstoneandmudstone

TheNeogeneSystem

The Neogene Systemconsists ofearlyMioceneplutonicrocks

andthreeformationsfromthemiddletolateMiocene, composedofsediｭ

mentaryandvolcanicrock. TheseformationsaretheKohnomai , theMoｭ

betsu, theTomeoka, andtheShanafuchi, inascendingorder.ManyTerｭ

tiarydikesintrudeintotheNeogeneandCretaceousSystems.

Plutonic rock , occurringmainlyinthesouthwesternpartofthe

district , intruded intotheHidakaSupergroupandthermallymetamorｭ

phosedthe supergroup, resultinginbiotitehornfels.Thelithologiesof

plutonicrockare granodiorite , granoporphyry , granoporphyriteandqua-
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rtzporphyry

TheKohnomaiFormation occurs mainly alongthe Mobetsuri

verinthewesternpartofthedistrict.Thisformationconsistsofalower

memberandanuppermember.Thelowermember , whichrestsunconｭ

formablyuponCretaceous rock , iscomposedmainlyofblackshaleand

hard shale withbasal sandstone andconglomerate. Marinemolluscan

fossils , plantfossilsandradioralianfossilsarecontainedinthelower

member.Theageoftheradioraliansoccurringinthe shale , indicates

thisformationisfromthemiddleMiocene.Thelowermemberis100to

510metersthick.Theuppermemberiscomposedmainlyofalternaｭ

tions of mudstone , sandstone and tuff, intercalated with pyroclastic

rocks(K1-K7).Thesepyroclasticrocksconsistsofandesite lava, homoｭ

geneous hyaloclastite, anddaciticpumicetuff.Theuppermember, unｭ

conformablycoverstheCretaceousSysteminthewesternpartandeastｭ

ernpartofthe district , andiscomposedof conglomerate , sandstone ,

mudstoneandtuff.Thethicknessoftheuppermemberismorethan

480meters

TheMobetsuFormationcoversawide area , rangingfromthe

centralandnortheasternregionstothewesternregionofthedistrict

This formation unconformably overlies the Kohnomai Formation and

CretaceousSystem , iscomposedof5members , andischaracterizedby

terrestrialvolcanicrocks. TheKamimobetsurhyolitelavamemberis

upto350meters thick , andconsistsofrhyolitelavaandobsidian lava ,

includingperlitelava.TheFumidacitememberiscomposedofdacite

lavaandpyroclasticrocks , andismorethan120metersthick.TheShiｭ

bunotsunaipyroclasticrockmemberiscomposedmainlyofacidicpuｭ

micetuff, includingtuffbrecciaandlava.Itsthicknessisupto150meters

The Uenkotan-Yon-Go-Gawa conglomerate member and the

Shirakabatogepyroclasticrockmemberoccurin thewesternpartof

thedistrict.Thelatteriscomposedofdaciticweldedtuff.Thethickness
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ofbothrangesupto260meters

TheTomeokaFormationoccursattheeasternpartofthedisｭ

trict.Thisformationiscomposedmainlyofbasaltichyaloclastiteand

lava , intercalatedwithshaleandsandstone.Itisupto580metersthick

The Shanafuchi Formation , which unconformably overlies the

TomeokaFormation, theMobetsu Formation, theKohnomaiFormation

and CretaceousSystemisextensivelydistributedthroughouttheeastｭ

ernpartofthedistrict.Thisformation , comprisedoflower , middle , and

uppermembers , ischaracterizedbylacustrinedepositsandterrestrialvolｭ

canicrocks.Thelowermemberisupto200metersthick , andiscomposed

mainly of conglomerate and sandstone , intercalated with mudstone

ThemudstonecontainsupperMioceneplantfossilsandlimneticdiatom

fossils.Themiddlememberis50to160metersthick , andconsistsmainlyof

acidicpyroclastic rocks , intercalatedwithandesiticpyroclasticrocksand

basalticpyroclastic rocks , includinghyaloclastite.Theuppermemberis

upto220metersthick , andismadeupofdaciticpyroclasticrocks , basalｭ

ticlavaandandesitelava.Thepyroclasticrockincludesweldedtu 百.

Therearemany dikes, composedof basalt, andesite , daciteand

rhyolite , foundintheNeogeneandCretaceousSystems.Theyprimarily,

runNE-SW , followedinorderofabundancebyNNE-SSW , N-S and

N叫ん SE.

TheQuaternarySystem

TheQuaternarySystemiscomposedoftheHakuryuFormation

theDai-Ni-welded tu 百， river-terrace deposits , slope deposits , fandepo-

sits, landslidedepositsandalluviumdeposits. ds

TheHakuryuFormationiscomposedofsandandgravelandisup

to8metersthick.TheDai-Ni-weldedtu 旺 is rhyolitic.Otherdepositsconｭ

sistsmainlyofgravelandclay.Terracedepositsinthedistrictaredivided

into3units , tl-t3.

GeologicalStructure
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ThedistrictischaracterizedbytheprevalenceofNNE-SSWand

NE-SWtrendingnormalfaults

TheUenkotanComplexofHidakaSupergrouphasatrendofNN

E-SSW , andmostofthestratadip , 20-90° , west.TheKamimaruComplex

hasatrendofE-WorNE-SW ,andmostofthestratadip10-90ー Nor35-80ー

NW.TheKanayamaComplexhasatrendofNNE-SSWtoNE-SW , and

mostofthestratadip , 40-90° , NWorSE.TheYubetsuGrouphasatrendof

N-StoNNE-SSW

ThegeologicstructureoftheNeogeneSystemisbroadlyfolded

withlowtomoderatedip.Inthenortheastcornerofthedistrict , theMoｭ

betsuFormationhasagentlebasinstructure.TheKohnomaiFormation

hasapoorlydelineatedNEtrendinganticlineandsyncline.Intheeastern

partofthedistrict , theMobetsuFormationandShanafuchiFormation

haveaweakbasinstructure, resultedfromthesubsidenceintheShanaｭ

fuchiperiod

EconomicGeology

GoldandsilverdepositsandCu-Zu-Pbdepositshavebeenfound

inthedistrict.TheKohnomaiDepositsgroupisthelargest , consistingof

12deposits.Thearedepositsareofepithermalfissure-fillingAu-Agquｭ

artzveinsoccurringinsedimentaryrock(theKohnomaiFormation) , vol

canicrock(theMobetsuFormation) , anddikerock.Theirveins , which

containnativegold , nativesilver, argentiteandothersilversbearingsulｭ

phideminerals , haveatrendofNE , ENEandWNW.TheKohnomai

mine , whichbeganworkingin1918, produced11 , 488tonsofcrudeoreuntil

itclosedin1973.Theaveragegradesofthisarewere6.4g/tonAuand108

g/tonAg

AnothergolddepositisfoundatKiyokawaareainthesouthwest

cornerofthedistrict.Thegolddepositshereconsistofaquartzveinwhich

hasatrendofNEandis90-180centimeterswide.Thegradesofthecrude

oreare11g/tonAuand21g/tonAg.Thisminehasnotbeenworked
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TheKitamiminehasbigCu-Zn-Pbdeposits , andiscomprisedof

7depositsinCretaceoussedimentsandNeogenegraniticrocks.Theveins

primarilyrunE-WandNW-SE, andarecomposedmainlyofchalcopyrite ,

pyrite, sphalerite , galena, chlorite , quartz , andotherminerals.Untilthe

minewasclosedin1963, itproducedcrudeoreintheamountof605,004

tonCu , 466 ,130 tonPband305 ,300 tonZn

IntheKami-Fumiareaintheeasternpartofthedistrict , theFumi

mineisknownforCu-Pb-Zndeposits.Thedepositshavebothmassive

oreandnetworkore, consistingofchalcopyrite , galena, sphalerite , tetraｭ

hedriteandpyrite.Theminehasnotyetbeenworked
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